
平成27年�平成27年�

No.184No.184

広報かけがわ電子版� 検索�

12月�12月�

10月31日 市制10周年記念事業「祝賀まつり」�
 西郷局と徳川秀忠公が城下をパレード�
 ※「フォトニュース」（P29）で祝賀まつりの様子を紹介�

10月31日 市制10周年記念事業「祝賀まつり」�
 西郷局と徳川秀忠公が城下をパレード�
 ※「フォトニュース」（P29）で祝賀まつりの様子を紹介�



1月�2月�3月�4月�5月� ◆
主
な
出
来
事
（
1
月
1
日
〜
11
月
21
日
）
�

��

今年も残すところ、あとわずかとなりました。�
今年の出来事を振り返ってみましょう。�
�

▲
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
英
国
�

の
輝
き
「
掛
川
市
ス
テ
ン
�

ド
グ
ラ
ス
美
術
館
」
が
オ
ー
�

プ
ン
（
6
月
6
日
）
�

��

　「健康・子育て日本一」への新たな一歩�
　「希望の丘」グランドオープン（4月25日）�
�

▲横須賀の川原町・西田町の祢里が�
　東京の神田祭に参加（5月9～10日）�
�
�

�

4

日

 

消

防

出

初

式

�

　

日

　

第

64

期

王

将

戦

7

番

勝

負

第

一

局

が

掛

川

城

二

の

丸

茶

室

で

開

催

さ

れ

る

（

〜

12

日

）

�

　

日

　

最

高

級

深

蒸

し

掛

川

茶

「

天

葉

」

が

地

域

食

品

ブ

�

　

　

　

ン

ド

「

本

場

の

本

物

」

に

県

内

初

認

定

�

�4

日

 

南

北

道

大

東

ル

ー

ト

「

海

洋

公

園

線

」

が

開

通

�

8

日

 

第

2

回

掛

川

市

城

下

町

駅

伝

�

　

日

　

第

6

回

都

道

府

県

対

抗

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

競

技

大

会

（

〜

22

日

）

�

　

日

　

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

オ

ー

プ

ン

デ

ー

タ

デ

イ

2

0

�

　

　

　

1

5

が

大

日

本

報

徳

社

で

開

催

さ

れ

る

�

�3

日

　

ラ

グ

ビ

ー

W

杯

2

0

1

9

静

岡

県

開

催

が

決

定

�

7

日

　

掛

川

城

天

守

閣

開

門

20

周

年

イ

ベ

ン

ト

開

催

（

〜

22

日

）

�

8

日

　

大

東

温

泉

シ

ー

ト

ピ

ア

入

館

者

4

0

0

万

人

達

成

�

9

日

　

西

中

学

校

増

築

校

舎

落

成

式

�

　

日

　

東

日

本

大

震

災

復

興

支

援

演

奏

会

「

バ

チ

カ

ン

よ

り

日

本

へ

〜

祈

り

の

レ

ク

イ

エ

ム

」

開

催

、

バ

チ

カ

ン

の

枢

機

卿

が

来

掛

�

�1

日

　

小

笠

掛

川

急

患

診

療

所

が

開

院

�

1

日

　

「

中

部

ふ

く

し

あ

」

開

所

。

市

内

5

か

所

の

ふ

く

し

あ

整

備

が

完

了

�

1

日

　

名

誉

市

民

榛

村

純

一

氏

（

元

掛

川

市

長

）

の

銅

像

�

　

　

　

が

寄

贈

さ

れ

る

�

1

日

　

い

じ

め

防

止

条

例

施

行

�

1

日

　

協

働

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

推

進

条

例

施

行

�

　

日

　

「

掛

川

市

防

災

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

」

全

戸

配

布

�

　

日

　

掛

川

市

制

施

行

10

周

年

記

念

式

典

�

　

日

　

第

10

回

記

念

掛

川

・

新

茶

マ

ラ

ソ

ン

に

9

0

0

0

人

が

参

加

�

　

日

　

「

希

望

の

丘

」

グ

ラ

ン

ド

オ

ー

プ

ン

記

念

式

典

�

�9

日

　

横

須

賀

の

祢

里

が

神

田

祭

に

参

加

（

〜

10

日

）

�

　

日

　

元

遠

州

横

須

賀

藩

主

西

尾

家

か

ら

同

家

所

蔵

の

文

�

　

　

　

書

が

掛

川

市

に

寄

贈

さ

れ

る

�

20 26 1121141010 181925

す

う

�

き

ょ

う

�

き

�

ね

�

り

�

あ

ま

�

ね

�

　

　

�

　
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ッ
シ
ー
ニ

歌
劇
場
管
弦
楽
団
と
市
民

1
8
0
人
が
鎮
魂
の
歌
を
被

災
地
に
届
け
た
「
祈
り
の
レ

ク
イ
エ
ム
」
コ
ン
サ
ー
ト
（
3

月
14
日
）
�

2



 
「
松
ヶ
岡
」
で
約
70
年
ぶ
り
に
�

か
ん
か
ら
ま
ち
が
舞
っ
た
（
10
月
11
日
）
�

��  
3
年
に
一
度
の
掛
川
大
祭
。
三
大
余
�

興
や
自
慢
の
屋
台
、
手
踊
り
な
ど
の
余
�

興
が
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
（
10
月
9
日
�

〜
12
日
）
�

��

▲34人が挑戦した�
　「金次郎と掛川の偉人検定」（8月23日）�
�

▲ラグビーW杯2019�
　静岡県開催が決定（3月3日）�
�
�

▲掛川市出身の大角幸枝さん�
　（金工作家）が人間国宝に�
�

▲約2,300人が参加した�
　ミニ四駆ジャパンカップ（9月6日）�

計画から10年�
南北道路市道入山瀬線�
が開通（6月15日）�
�
�

▲さんりーな利用者300万人目は�
　鈴木さやかさん親子（緑ヶ丘）�
　（7月3日）�
�
�

6月�7月�9月� 8月�10月�11月�
4

日

　

市

内

横

須

賀

在

住

の

鈴

木

政

昭

さ

ん

か

ら

寄

贈

を

受

け

「

掛

川

市

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

美

術

館

」

開

館

記

念

式

典

（

6

／

6

オ

ー

プ

ン

）

�

 

日

　

沖

之

須

の

防

潮

堤

で

「

希

望

の

森

」

植

樹

祭

�

 

日

　

南

北

道

大

須

賀

ル

ー

ト

「

入

山

瀬

線

」

が

開

通

�

�3

日

 

「

さ

ん

り

ー

な

」

入

場

3

0

0

万

人

達

成

�

　

日

　

名

誉

市

民

大

石

高

氏

（

元

大

須

賀

町

長

）

お

別

れ

の

会

（

5

／

24

逝

去

）

�

 

日

 

「

国

土

強

靱

化

地

域

計

画

」

策

定

、

モ

デ

ル

自

治

体

に

選

定

さ

れ

る

�

�1

日

　

中

東

遠

総

合

医

療

セ

ン

タ

ー

が

県

か

ら

救

命

救

急

セ

ン

タ

ー

に

指

定

さ

れ

る

�

6

日

 

「

生

活

再

建

支

援

型

納

税

相

談

」

事

業

始

ま

り

、

�

　

　

　

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ャ

ル

プ

ラ

ン

ナ

ー

に

生

活

再

建

支

援

員

を

委

嘱

�

9

日

 

南

体

育

館

「

し

〜

す

ぽ

」

来

館

者

10

万

人

達

成

�

　

日

　

第

2

回

掛

川

市

平

和

祈

念

式

�

　

日

「

金

次

郎

と

掛

川

の

偉

人

検

定

」

開

催

�

�6

日

　

ミ

ニ

四

駆

ジ

ャ

パ

ン

カ

ッ

プ

掛

川

大

会

�

　

日

　

掛

川

市

民

芸

術

祭

（

〜

27

日

）

�

�1

日

　

掛

川

駅

前

東

街

区

再

開

発

商

業

施

設

�

　

　

　

「

ウ

ィ

タ

ス

1

3

8

」

オ

ー

プ

ン

�

6

日

　

韓

国

の

大

邱

韓

医

大

と

生

涯

学

習

で

交

流

協

約

締

結

�

9

日

　

掛

川

大

祭

が

開

催

さ

れ

る

（

〜

12

日

）

�

　

日

　

「

松

ヶ

岡

」

で

70

年

ぶ

り

の

「

か

ん

か

ら

ま

ち

」

�

　

日

 
　

バ

チ

カ

ン

市

国

を

訪

問

し

、

ロ

ー

マ

法

王

に

掛

川

茶

�

　

　

　

を

献

上

�

　

日

　

イ

タ

リ

ア

・

ミ

ラ

ノ

国

際

博

覧

会

で

、

世

界

農

業

遺

産

「

静

岡

の

茶

草

場

農

法

」

を

紹

介

�

　

日

　

市

制

10

周

年

記

念

事

業

祝

賀

ま

つ

り

〜

祭

が

創

る

掛

川

の

和

〜

に

、

48

団

体

（

屋

台

や

祢

里

42

台

）

が

参

加

。

併

せ

て

西

郷

局

パ

レ

ー

ド

開

催

�

�　

日

　

「

ふ

く

し

あ

」

が

厚

生

労

働

省

「

健

康

寿

命

の

延

ば

そ

う

！

ア

ワ

ー

ド

」

の

介

護

予

防

・

高

齢

者

生

活

支

援

分

野

で

厚

生

労

働

大

臣

優

秀

賞

を

受

賞

�

　

日

　

第

9

回

か

け

が

わ

教

育

の

日

�

1315161715131116 141621 31 23

さ
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ょ
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�
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�

ハ

�

ニ

�
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第
１
次
総
合
計
画
（
平
成
19
〜

28
年
度
）
で
は
、
「
海
と
山
と
街

道
が
つ
な
が
り
、
夢
・
未
来
を
創

る
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平

成
17
年
４
月
に
合
併
し
た
１
市
２

町
の
融
合
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

と
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
か
ら
10
年
。
こ
の
間
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
、

人
口
減
少
と
少
子
化
、
長
寿
化
の

進
行
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
の
急

速
な
変
化
に
と
も
な
い
市
民
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

は
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
豊
か

さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
指
針
と
し
て
「
第

２
次
掛
川
市
総
合
計
画
」
の
策
定

に
着
手
。
６
月
議
会
で
議
決
さ
れ

た
基
本
構
想
を
基
に
、
具
体
的
な

施
策
を
示
す
基
本
計
画
の
素
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

持
続
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
40
年
以
上
続

い
て
い
る
少
子
化
の
克
服
、
人
口

減
少
の
抑
制
が
不
可
欠
で
す
。

　

基
本
構
想
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
若
者
と
子
育
て
世
代
」
と

定
め
、
若
者
・
子
育
て
世
代
・
女

性
の
「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の

好
循
環
を
創
る
と
と
も
に
、
ま
ち

の
魅
力
を
磨
く
こ
と
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
定
め
た
将
来
像

「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」を
実
現

を
す
る
た
め
、
20
年
30
年
後
の
将

来
を
見
据
え
た
政
策
の
方
向
性
を

示
す
戦
略
目
標
「
教
育
・
文
化
」

「
健
康
・
子
育
て
」
「
環
境
」
の

３
分
野
で
日
本
一
を
目
指
し
、
４

つ
の
重
点
施
策
と
個
別
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
と
併
せ
て
策

定
し
た
も
う
一
つ
の
計
画
が
「
地

域
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。

　

こ
れ
は
国
の
地
方
創
生
の
動
き

に
あ
わ
せ
、
人
口
減
少
対
策
を
主

眼
に
し
た
計
画
で
、
先
に
策
定
中

だ
っ
た
第
２
次
総
合
計
画
と
設
定

さ
れ
る
課
題
は
共
通
す
る
こ
と
か

ら
、
２
つ
の
計
画
を
連
動
さ
せ
て

作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
計
画
期
間
は
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
、

総
合
戦
略
は
平
成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
６
月
か
ら
例
年
の

市
民
意
識
調
査
に
加
え
「
高
校
生

意
識
調
査
」
「
転
出
入
者
調
査
」

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
意
識
調

査
」
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
内
外

へ
の
一
般
公
募
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

募
集
を
行
い
、
幅
広
く
意
見
を
聴

取
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
施
策

へ
の
反
映
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、金
融
機
関
や
民
間
企
業
、

市
民
団
体
な
ど
の
外
部
有
識
者
に

よ
る
「
地
域
創
生
連
携
・
推
進
会

議
」
を
開
催
。
各
専
門
分
野
か
ら

の
視
点
を
生
か
し
た
提
言
を
受
け

る
な
ど
し
て
、
幅
広
い
行
政
施
策

「第 2次掛川市総合計画」基本計画の素案まとまる

掛川市の総合戦略書
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、

こ
れ
ま
で
の
計
画
よ
り
も

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
を
絞
り
込
む
戦
略
的
な
計
画
へ

　
こ
れ
か
ら
の
掛
川
市
の
総
合
戦
略
書
と
な
る
「
第
２
次
掛

川
市
総
合
計
画
」基
本
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
若
者
や
子
育
て
世
代
な
ど
に
重
点
を
置
き
、

将
来
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
続
け
、
夢
や
希
望
を
抱
く
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
「
教
育
・
文
化
」
「
健
康
・

子
育
て
」
「
環
境
」
の
３
つ
の
日
本
一
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
総
合
計
画
審
議
会
（
根
本
敏
行
会
長=

静
岡
文
化
芸
術

大
学
文
化
政
策
学
部
長
）
へ
の
諮
問
な
ど
に
あ
わ
せ
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

問　
企
画
調
整
課（
☎
21-

１
１
２
７
）

新
市
誕
生
か
ら
10
年

新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
へ

4



　

第
１
次
総
合
計
画
（
平
成
19
〜

28
年
度
）
で
は
、
「
海
と
山
と
街

道
が
つ
な
が
り
、
夢
・
未
来
を
創

る
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平

成
17
年
４
月
に
合
併
し
た
１
市
２

町
の
融
合
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

と
市
民
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

新
市
誕
生
か
ら
10
年
。
こ
の
間
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
、

人
口
減
少
と
少
子
化
、
長
寿
化
の

進
行
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
の
急

速
な
変
化
に
と
も
な
い
市
民
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

は
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
豊
か

さ
と
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
指
針
と
し
て
「
第

２
次
掛
川
市
総
合
計
画
」
の
策
定

に
着
手
。
６
月
議
会
で
議
決
さ
れ

た
基
本
構
想
を
基
に
、
具
体
的
な

施
策
を
示
す
基
本
計
画
の
素
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

持
続
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
に
は
、
40
年
以
上
続

い
て
い
る
少
子
化
の
克
服
、
人
口

減
少
の
抑
制
が
不
可
欠
で
す
。

　

基
本
構
想
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
「
若
者
と
子
育
て
世
代
」
と

定
め
、
若
者
・
子
育
て
世
代
・
女

性
の
「
し
ご
と
」
と
「
ひ
と
」
の

好
循
環
を
創
る
と
と
も
に
、
ま
ち

の
魅
力
を
磨
く
こ
と
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
定
め
た
将
来
像

「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川
」を
実
現

を
す
る
た
め
、
20
年
30
年
後
の
将

来
を
見
据
え
た
政
策
の
方
向
性
を

示
す
戦
略
目
標
「
教
育
・
文
化
」

「
健
康
・
子
育
て
」
「
環
境
」
の

３
分
野
で
日
本
一
を
目
指
し
、
４

つ
の
重
点
施
策
と
個
別
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
計
画
と
併
せ
て
策

定
し
た
も
う
一
つ
の
計
画
が
「
地

域
創
生
総
合
戦
略
」
で
す
。

　

こ
れ
は
国
の
地
方
創
生
の
動
き

に
あ
わ
せ
、
人
口
減
少
対
策
を
主

眼
に
し
た
計
画
で
、
先
に
策
定
中

だ
っ
た
第
２
次
総
合
計
画
と
設
定

さ
れ
る
課
題
は
共
通
す
る
こ
と
か

ら
、
２
つ
の
計
画
を
連
動
さ
せ
て

作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
計
画
期
間
は
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
、

総
合
戦
略
は
平
成
27
年
度
か
ら
31

年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
６
月
か
ら
例
年
の

市
民
意
識
調
査
に
加
え
「
高
校
生

意
識
調
査
」
「
転
出
入
者
調
査
」

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
意
識
調

査
」
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
内
外

へ
の
一
般
公
募
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

募
集
を
行
い
、
幅
広
く
意
見
を
聴

取
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
施
策

へ
の
反
映
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、金
融
機
関
や
民
間
企
業
、

市
民
団
体
な
ど
の
外
部
有
識
者
に

よ
る
「
地
域
創
生
連
携
・
推
進
会

議
」
を
開
催
。
各
専
門
分
野
か
ら

の
視
点
を
生
か
し
た
提
言
を
受
け

る
な
ど
し
て
、
幅
広
い
行
政
施
策

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

若
者
と
子
育
て
世
代

従
来
の
施
策
集
を
脱
却

真
に
必
要
な
施
策
を
選
択

総
合
計
画
と
並
行
し
て

地
域
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

NEXT 10
有識者・市民・高校生・転出入者らの声や
一般公募によるアイデアの募集など、
市民が計画づくりに参画

市　長

市　議　会

市役所内策定委員会

【市役所内専門部会】
・関係担当課、若手職員らに
　よるワーキングチーム

・保健医療福祉部会
・環境生活部会
・教育文化部会
・産業経済部会
・都市基盤部会
・防災危機管理部会
・協働広域行財政部会

【市民からの意見・アイデア収集】
・総合計画基本構想策定市民委員会
・市民意識調査など（H27.6 月実施）
・大学生、子育て世代などからの聴取
・市民などヘのアイデア募集
・市民総代会
・意見公募手続き

【外部有識者】
・地域創生連携・推進会議（H27.7 月～10月）
・掛川市政策アドバイザーからの意見聴取

【総合計画審議会】
・総合計画に関する市長の諮問機関

総合計画基本計画（素案）
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

具
体
的
な
個
別
施
策
を
明
記

重　点　施　策

「掛川への新しいひとの
動きをつくる」

重点施策
1

「近き者説べば、遠き者来らん（論語）」のとお
り、市民が良いと思えるまちづくりを進めること
で掛川への人の動きを作る。地域の文化を生かし、
魅力の向上やにぎわいの創出、利便性の向上を図
るとともに、観光誘客による交流人口の拡大、定
住促進のための郷土愛の形成を推進する。

よろこ きた

重点施策
2 「掛川にしごとをつくり

安心して働けるようにする」
企業誘致などによる就労の場の拡大、新たな技術
を取り入れた産業の創出に取り組む。TPPを踏ま
え、攻めと守りの両面で地域産業力の向上を図る。
全ての市民が希望する職業で安心して働ける環境
づくりを目指すため、就労希望者をサポートする
掛川独自の仕組みづくりを進める。

重点施策
4 「明日の掛川をつくり豊かで

潤いのある安心な暮らしを守る」
防災・減災への対応、環境に配慮した市域の形成
など、必要な社会基盤整備を進める。健康づくり
や地域の課題を地域で解決できる連携体制や仕組
みづくりを進めるなど、ハード・ソフトの両面か
ら安心な暮らしができるまちづくりを推進し、継
続的に住み続けたいまちを目指す。

重点施策
3 「若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえる」
家庭、地域、園・学校、企業それぞれの子育て力・
教育力を高め、地域の宝である子どもを市民総ぐ
るみで育てる体制と環境を整え、心豊かでたくま
しい子どもを育成する。子育て負担の軽減と子育
てしやすい環境づくりにつなげ、結婚・出産・育
児に希望が持てる地域づくりを進める。

●重点プロジェクト　1-1
　「茶エンナーレ」から始まる掛川文化の創造
●重点プロジェクト　1-2
　中心市街地活性化と多極ネットワーク型コンパクトシティ
●重点プロジェクト　1-3
　市民総ぐるみのおもてなし　観光客誘客促進事業
●重点プロジェクト　1-4
　掛川の魅力を売り込め
　掛川流協働力によるシティプロモーション

●重点プロジェクト　2-1
　みんなが働ける掛川創造事業
●重点プロジェクト　2-2
　しごとを生み出すイノベーション支援
●重点プロジェクト　2-3
　掛川市の新たな開拓　内陸フロンティアと企業誘致
●重点プロジェクト　2-4
　明日を拓く農　農業ビジネスの推進

●重点プロジェクト　3-1
　学びの協働アクションプロジェクト
●重点プロジェクト　3-2
　子どもは地域の宝　地域の子育て力向上プロジェクト
●重点プロジェクト　3-3
　家庭の子育て力・教育力向上プロジェクト
●重点プロジェクト　3-4
　企業の子育て力向上プロジェクト
●重点プロジェクト　3-5
　結婚・出産・子育て環境整備プロジェクト

●重点プロジェクト　4-1
　国土強靭化　強くしなやかな明るい未来の国土づくり
●重点プロジェクト　4-2
　スマートコミュニティの実現
●重点プロジェクト　4-3
　「ふくしあ」でつなぐ　地域の健康づくり
●重点プロジェクト　4-4
　地域の絆で課題解決　掛川流協働によるまちづくりの深化
●重点プロジェクト　4-5
　選択と集中　行財政改革の推進

ひら

きょうじん

きずな

の
な
か
で
も
さ
ら
に
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
や
施
策
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
掛
川
市
が
描
く
将

来
像
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
目
標
、
絞
り

込
む
べ
き
重
点
施
策
を
設
定
。
従

来
の
総
合
計
画
の
よ
う
な
全
て
の

事
業
を
拾
い
上
げ
る
施
策
集
か
ら

脱
却
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
真
に
必
要
な

施
策
を
選
択
す
る
戦
略
的
施
策
集

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
重
点
施
策
は
上
記
の
図
の

通
り
で
す
。

　　

基
本
計
画
の
重
点
施
策
に
は
、

上
記
の
内
容
に
続
き
、
具
体
的
な

施
策
や
成
果
指
標
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
重
点
施
策
３
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３‐

１
「
学
び
の

協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、中
学
校
区
学
園
化
構
想

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
保
幼
小
中

連
携
と
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
な
ど
の
【
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
】、小
学

校
の
放
課
後
の
居
場
所
を
確
保
し
、

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
学
び

の
シ
ス
テ
ム
を
研
究
・
実
践
す
る

な
ど
の
【
放
課
後
等
教
育
支
援
か

け
が
わ
モ
デ
ル
推
進
事
業
】
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
川
市
の
将
来
を
み
な
さ
ん
と

共
有
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
総
合
計
画
基
本
計
画
（
素

案
）
で
掛
川
市
の
進
む
べ
き
方
向

や
重
点
施
策
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
お
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
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NEXT 10

将
来
像
　
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
掛
川

応募期間 ～12月24日（木）まで
提出方法 郵送（〒436-8650　長谷 1-1-1） 、 Eメール
(kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp)、FAX（21-1167）、
または直接提出
閲覧方法 市ホームページ内「意見公募手続き」、または
市役所、支所、市立図書館で閲覧することができます。

基本計画（素案）に対する
ご意見をお聞かせください

※11月17日現在
戦　略　目　標（3つの日本一）

教
育
・
文
化

健
康
・
子
育
て

環
　
境

子どもが健全に成長していると思う市民の割合
　平成27年69.9%　平成31年75.0%　平成37年80.0%
園・学校支援ボランティアの延べ人数
　平成26年72,372人　平成31年（検討中）　平成37年（検討中）
地域行事に参加した小中学生の割合
　平成27年87.5%　平成31年88.5%　平成37年90.0%
学力向上に関する指標（検討中）
1年間に文化芸術の催しを鑑賞した市民の割合
　平成27年45.3%　平成31年60.0%　平成37年70.0%
1年間に文化芸術活動をした市民の割合
　平成27年17.7%　平成31年25.0%　平成37年30.0%
郷土の歴史や文化に誇りと愛着を持つ市民の割合
　平成27年41.8%　平成31年50.0%　平成37年60.0%

65歳以上で要介護1以下のお達者市民の人数
　平成26年26,025人　平成31年29,000人　平成37年31,000人
健康で生きがいを持って暮らしていると思う市民の割合
　平成27年65.0%　平成31年70.0%　平成37年80.0%
人口千人当たりの出生数
　平成26年8.71人　平成31年9.40人　平成37年9.44人
安心して子どもを生み育てられると思う市民の割合
　平成27年45.6%　平成31年65.0%　平成37年80.0%
子育て環境整備に満足している市民の割合
　平成26年28.5%　平成31年45.0%　平成37年60.0%

住みやすいところだと思う市民の割合
　平成27年76.4%　平成31年以降85.0%
今後も掛川市に住みたいと思う市民の割合
　平成27年77.7%　平成31年以降85.0%
人口の社会移動
　平成26年転出超過288人　平成31年転出超過　平成34年以降転入超過50人
人と人が信頼し助け合っていると思う市民の割合
　平成27年54.0%　平成31年65.0%　平成37年75.0%
市内事業所従業者数
　平成26年57,824人　平成31年以降平成26年数値を維持
市内総生産額
　平成24年5,606億円　平成31年以降6,700億円

の
な
か
で
も
さ
ら
に
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
や
施
策
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
掛
川
市
が
描
く
将

来
像
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
目
標
、
絞
り

込
む
べ
き
重
点
施
策
を
設
定
。
従

来
の
総
合
計
画
の
よ
う
な
全
て
の

事
業
を
拾
い
上
げ
る
施
策
集
か
ら

脱
却
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
真
に
必
要
な

施
策
を
選
択
す
る
戦
略
的
施
策
集

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
重
点
施
策
は
上
記
の
図
の

通
り
で
す
。

　　

基
本
計
画
の
重
点
施
策
に
は
、

上
記
の
内
容
に
続
き
、
具
体
的
な

施
策
や
成
果
指
標
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
重
点
施
策
３
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３‐

１
「
学
び
の

協
働
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、中
学
校
区
学
園
化
構
想

第
２
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
保
幼
小
中

連
携
と
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
な
ど
の
【
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
】、小
学

校
の
放
課
後
の
居
場
所
を
確
保
し
、

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
学
び

の
シ
ス
テ
ム
を
研
究
・
実
践
す
る

な
ど
の
【
放
課
後
等
教
育
支
援
か

け
が
わ
モ
デ
ル
推
進
事
業
】
な
ど

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
川
市
の
将
来
を
み
な
さ
ん
と

共
有
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
総
合
計
画
基
本
計
画
（
素

案
）
で
掛
川
市
の
進
む
べ
き
方
向

や
重
点
施
策
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
お
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
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掛
川
茶
、
ミ
ラ
ノ
へ

ミ
ラ
ノ
万
博
で

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
出
展

　
今
年
５
月
か
ら
10
月
ま
で
イ
タ
リ
ア
・

ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会（
ミ
ラ
ノ

万
博
）の
日
本
館
で
10
月
16
日
か
ら
６
日
間
、

静
岡
県
を
含
む
国
内
の
世
界
農
業
遺
産
認
定

５
県（※

）が
共
同
出
展
し
ま
し
た
。

　
16
日
に
は
静
岡
県
が
「
静
岡
の
茶
草
場
農

法
」を
Ｐ
Ｒ
。
掛
川
市
か
ら
も
応
援
団
が
駆
け
つ
け
、

試
飲
や
健
康
機
能
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

伝
統
農
法
や
緑
茶
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
イ
タ
リ

ア
の
方
々
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
国
際
博

覧
会
（
ミ
ラ
ノ
万
博
）
は
10
月
31
日
、
会

期
を
終
え
て
閉
幕
し
ま
し
た
。
約
半
年
の

会
期
中
に
訪
れ
た
方
は
２
１
０
０
万
人
。

日
本
館
へ
の
来
場
者
は
２
０
０
万
人
を
越

え
、
現
地
の
新
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
で
日
本
館

が
人
気
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

世
界
的
に
和
食
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
裏
付
け
る
結
果
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
和
食
文
化
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
の
が
お
茶
。
ブ
ー
ム
を
追
い
風
に
、

世
界
農
業
遺
産
や
掛
川
茶
の
健
康
効
果
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
掛
川
市
か
ら
は
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
応
援
団
30
人
が
現
地
に
駆

け
つ
け
、
試
飲
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な

ど
で
、
お
茶
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

伝
統
農
法
で
作
ら
れ
た
お
茶
を
差
し
出

し
た
と
き
、
現
地
の
方
々
は
緑
茶
の
き
れ

い
な
緑
色
に
衝
撃
を
受
け
て
い
た
そ
う
で

す
。
と
い
う
の
も
、
現
地
で
飲
ま
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
は
黄
色
。
わ
た
し
た

ち
に
は
な
じ
み
の
あ
る
緑
色
の
お
茶
を
初

め
て
見
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
出
身
で
、
現
地
で
お
茶
の

販
売
を
し
て
い
る
方
か
ら
、「
イ
タ
リ
ア
の

方
は
渋
味
に
敏
感
。
濃
さ
を
少
し
薄
め
に

す
る
」「
湯
の
み
の
底
に
た
ま
る
茶
葉
に
対

し
て
は
抵
抗
を
感
じ
る
」
な
ど
イ
タ
リ
ア

用
の
お
茶
の
淹
れ
方
の
助
言
を
参
考
に
し

２
０
０
万
人
が
訪
れ
た
日
本
館

緑
茶
の
き
れ
い
な
「
緑
」
に
驚
く
来
場
者

な
が
ら
振
る
舞
っ
た
お
茶
は
来
場
者
に
大

変
好
評
で
、「
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
」
と

し
き
り
に
聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

世
界
中
の
優
れ
た
食
文
化
を
披
露
し
合

う
万
博
。
出
品
す
る
こ
と
も
名
誉
な
こ
と

で
す
が
、
さ
ら
に
高
い
評
価
を
受
け
た
こ

と
は
今
後
の
海
外
展
開
に
も
大
き
な
自
信

を
与
え
る
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
は
万
博
会
場
以
外
の
各
所
で
も
、

お
茶
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
を
訪

問
し
た
ほ
か
、
バ
チ
カ
ン
市
国
で
は
モ
ン

テ
リ
ー
ズ
ィ
枢
機
卿
を
通
じ
て
掛
川
茶
を

ロ
ー
マ
法
王
に
献
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ラ
ノ
市
内
で
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

ペ
ー
ザ
ロ
市
副
市
長
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇

場
管
弦
楽
団
総
裁
、
栄
養
健
康
学
博
士
な

ど
イ
タ
リ
ア
国
内
の
関
係
者
を
招
き
、
掛

川
茶
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
友
好

関
係
を
深
め
ま
し
た
。

　

万
博
を
通
じ
た
お
茶
文
化
の
情
報
発
信

か
ら
、
緑
茶
の
入
れ
方
や
健
康
機
能
性
に

高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
海
外
で

の
緑
茶
の
潜
在
需
要
の
高
さ
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
海
外
で

の
販
売
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に

は
、
現
地
に
拠
点
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
課
題
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
海
外
戦
略
な
ど
は
、
平
成
28

年
度
策
定
の
「
掛
川
市
茶
業
振
興
計
画
」

に
反
映
さ
せ
る
予
定
で
す
。

い
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、
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で
、
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で
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の
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に
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な
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に
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会
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以
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の
各
所
で
も
、

お
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文
化
を
ア
ピ
ー
ル
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て
き
ま
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た
。
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連
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糧
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業
機
関
（
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Ｏ
）
を
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ほ
か
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で
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機
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通
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て
掛
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を
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に
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し
ま
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た
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た
、
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内
で
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開
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ロ
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市
長
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇

場
管
弦
楽
団
総
裁
、
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ど
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国
内
の
関
係
者
を
招
き
、
掛
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茶
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
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好

関
係
を
深
め
ま
し
た
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万
博
を
通
じ
た
お
茶
文
化
の
情
報
発
信

か
ら
、
緑
茶
の
入
れ
方
や
健
康
機
能
性
に

高
い
関
心
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
海
外
で

の
緑
茶
の
潜
在
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の
高
さ
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確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
海
外
で

の
販
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を
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に

は
、
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拠
点
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設
け
る
必
要
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あ
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と
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ど
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り
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。

　

具
体
的
な
海
外
戦
略
な
ど
は
、
平
成
28

年
度
策
定
の
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掛
川
市
茶
業
振
興
計
画
」

に
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映
さ
せ
る
予
定
で
す
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緑
茶
の
潜
在
需
要
の
高
さ
と
課
題
を
確
認

ローマ法王に掛川茶を献上
市民自慢のお茶は世界の自慢に!

ミ
ラ
ノ
訪
問
に
合
わ
せ
10
月
14
日
、
松

井
市
長
が
バ
チ
カ
ン
市
国
ロ
ー
マ
法
王
庁

を
訪
問
。
今
年
３
月
、
掛
川
市
で
開
催
し
た
イ
タ
リ
ア
・
ロ

ッ
シ
ー
ニ
歌
劇
場
管
弦
楽
団
に
よ
る
レ
ク
イ
エ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
に
同
行
し
て
い
た
モ
ン
テ
リ
ー
ズ
ィ
枢
機
卿
を
通
じ
て
、

深
蒸
し
掛
川
茶
の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
天
葉
プ
レ
ミ
ア
ム
」

を
は
じ
め
、
岩
手
県
奥
州
市
、
秋
田
県
仙
北
市
、
岐
阜
県
多

治
見
市
と
連
携
し
て
い
る
「
茶
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
逸

品
を
ロ
ー
マ
法
王
に
献
上
。
後
日
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
か
ら
松

井
市
長
に
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

（上）握手を交わす市長
と枢機卿（左）ローマ法
王庁からのお礼状

①応援団がおそろいの法被で試飲サ
ービス／②観衆の前でお茶の淹れ方
披露／③ふるさと親善大使　榛葉昌寛
さんが歌を披露し会場を盛り上げた

有機栽培のお茶に高い関心

掛川茶とともに伝えていくもの

E X P O 　M i l a n o 　 2 0 1 5

　現地ではお茶の評判が
良く好評でした。うま味
や甘みのある本物のお茶
を楽しんでいただけたと
思います。
　また、イタリアの方々
は健康志向から有機栽培
の食品に高い関心がある
ことや、急須でひと手間
かけることに抵抗のない
文化があることもわかり
ました。
　万博を契機に、世界に

緑茶文化が広がればうれしいですね。広い市場
が見つかれば、有機栽培によるお茶の販路拡大
にもつながるのではないでしょうか。

応援団として参加
お茶生産者
松下彰さん（満水）

　日本館のステージで掛川茶の呈茶パフォーマ
ンスを行ってきました。
　イタリア人にとって、われわれのお茶の淹れ
方は興味津々だったようで、毎回のステージで
は呈茶作法を食い入るように見てくれました。
これは、日本人と
してとても誇らし
いことです。
　日本にしかない
この作法は、世界
が注目してくれた
世界農業遺産のお
茶とともに、今後
伝えていくべき大
切な文化の一つだ
と思いました。

現地で呈茶をした日本茶
インストラクター掛川支部

粂田房江さん（掛川・左）
内藤弥生さん（青葉台・右）

す
う

き

あ
ま

ね

き
ょ
う

② ①

③

い

9



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

�秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、
�

県
知
事
表
彰
�

�
旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）
�

�

平成11年から4期13年余に
わたり市議会議員や議長とし
て市政の発展やまちづくりに
尽力され、地方自治の伸展
に貢献されました。�

加
藤
一
司
さ
ん
（
仁
藤
町
）
�

�

ひ
と
�

し
�

瑞
宝
双
光
章（
看
護
業
務
功
労
）
�

昭和47年から定年までの40
年にわたり看護師として、ま
た御前崎総合病院看護部長
として地域の保健、医療、福
祉に大きく貢献されました。�
�

増
田
と
み
ゑ
さ
ん（
大
坂
）�

瑞
宝
双
光
章（
警
察
功
労
）
�昭和38年から愛知県警に、

昭和42年から静岡県警に務
め、交通や地域部の職務に
従事するなど、地域の安心
安全に貢献されました。�
�

佐
藤
廣
通
さ
ん（
薗
ヶ
谷
）�

�瑞
宝
単
光
章（
防
衛
功
労
）
�

昭和49年から34年の永きに
わたり、航空自衛隊員とし
て活躍。警戒管制官の職務に
従事し、国家の平和、安全確
保に貢献されました。�
�

瑞
宝
双
光
章（
警
察
功
労
）
�

昭和38年から永年にわたり
静岡県警に勤め、機動隊や
警ら隊などの職務に従事す
るなど、地域の治安維持に
貢献されました。�

中
谷
健
一
さ
ん（
葛
ヶ
丘
）�

「
ふ
く
し
あ
」
が
�

厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
�

生
活
習
慣
病
予
防
や
介
護
予
防
・
高

齢
者
生
活
支
援
の
優
れ
た
取
り
組
み
を

表
彰
す
る
厚
生
労
働
省
の
「
第
4
回
健

康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
の

受
賞
団
体
が
11
月
16
日
発
表
さ
れ
、
掛

川
市
が
進
め
る
地
域
健
康
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ふ
く
し
あ
」
の
取
り
組
み
が
、

厚
生
労
働
大
臣
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
自
治
体
の
部
で
は
、
最
高
位

の
賞
に
な
り
ま
す
。
�

支
援
対
象
者
が
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
幅
広
い
年
齢
層
に
対
し
て
行
政
や

専
門
職
、
異
業
種
が
連
携
し
て
助
言
や

支
援
を
し
て
い
る
こ
と
、
行
政
が
き
ち

ん
と
関
与
し
て
地
域
と
連
携
し
て
い
る

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
�

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
�

�

医療・保健・福祉・介護の視点から総合的
に支援する「ふくしあ」。行政を含む4業
種が同じ事務所内で連携し、助言・支援し
ている（写真：中部ふくしあ）�

山
下
　
訓
さ
ん（
大
渕
）�

�

さ
と
し
�

平

成

27

年

秋

の

叙

勲

が

発

表

さ

れ

、

掛

川

市

か

ら

は

旭

日

双

光

章

1

人

、

瑞

宝

双

光

章

1

人

、

危

険

業

務

従

事

者

叙

勲

4

人

、

県

知

事

表

彰

5

人

1

団

体

の

功

績

が

称

え

ら

れ

ま

し

た

。

�

※

受

賞

者

一

人

は

、

本

人

の

希

望

に

よ

り

掲

載

を

控

え

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

�

た

た

�

な
か
�

や
�
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産
業
開
発
振
興
功
労
�

�

多年にわたり掛川市農業協
同組合代表理事組合長などを
務め、市の農業、特に茶業
振興に努め、全国一を誇る茶
産地形成に貢献されました。�

保
健
衛
生
功
労
�

�

多年にわたり食品衛生協会会
長として食品衛生の向上に努
め、また、商工会議所の会頭
として地域経済の発展に貢献
されました。�

川
合
和
雄
さ
ん（
塩
町
）�

保
健
衛
生
功
労
�

小笠医師会会長および静岡
県医師会理事として、また校
医・園医として、多年にわた
り人々の健康増進や地域医
療の向上に貢献されました。�
�

菅
沼
明
人
さ
ん（
大
坂
）�

地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
善
行
功
労
�

�

平成7年から20年にわたり、
介護施設を中心に書道ボラン
ティアとして書道の指導を続
け、書道文化の普及と福祉の
向上に貢献されました。�

伊
藤
彌
一
さ
ん（
大
渕
）
�

�

地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
善
行
功
労
�

�

平成元年の設立以来、大須
賀区域の幼稚園や小中学校、
高齢者施設などで読み聞か
せを行い読書活動の推進と
教育の振興に貢献されました。�

朗
読
勉
強
会
エ
ル
の
会
�

� 社
会
福
祉
功
労
�

�

保護司として、昭和59年から
28年にわたり犯罪や非行か
らの立ち直りや犯罪予防活動
に努め、更生保護と社会福祉
の推進に貢献されました。�

田
中
鉄
男
さ
ん（
東
山
）�

倉
真
地
区
を
拠
点
に
森
林
再
生
に
取

り
組
む
N
P
O
法
人
時
ノ
寿
の
森
ク
ラ

ブ
（
松
浦
成
夫
理
事
長
）
が
、
平
成
27

年
度
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
林

野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
�

同
N
P
O
は
、
平
成
20
年
か
ら
倉
真

地
区
に
約
1
万
1
０
０
０
本
を
植
樹
し

た
ほ
か
、
平
成
24
年
か
ら
は
「
い
の
ち

を
守
る
希
望
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
市
と
協
働
し
て
取
り
組
み
、
海

岸
防
災
林
に
7
万
1
3
0
0
本
を
植
栽

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
�

林
野
庁
長
官
賞
は
、
農
林
水
産
大
臣

賞
に
次
ぐ
賞
。
松
浦
理
事
長
は
「
賞
は

激
励
の
エ
ー
ル
と
受
け
取
っ
た
」
と
今

後
の
活
動
へ
の
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。
�

� 林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
�

� 時
ノ
寿
の
森
ク
ラ
ブ
森
林
再
生
事
業
�

�

松井市長に受賞報告する松浦理事長（左か�
ら2番目）ら�
�

笛
岡
　
雄
さ
ん
（
上
西
郷
）�

�

き
ょ
う
�
ゆ
う
�
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わ

た

し

た

ち

の

日

常

生

活

に

忍

び

寄

る

「

悪

質

商

法

」

。

特

に

高

齢

者

が

被

害

者

と

な

る

ト

ラ

ブ

ル

が

後

を

絶

ち

ま

せ

ん

。

�

被

害

に

あ

わ

な

い

ポ

イ

ン

ト

は

、

そ

の

場

で

契

約

せ

ず

、

ま

ず

は

誰

か

に

相

談

す

る

こ

と

。

一

言

の

相

談

が

被

害

を

防

ぎ

ま

す

。

何

か

あ

っ

た

と

き

に

相

談

で

き

る

相

手

を

、

今

の

う

ち

に

決

め

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

�

　

　

商

工

観

光

課

内

・

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

（

　

21

-

1

1

4

9

）

�

こ
ん
な
人
が
だ
ま
さ
れ
る
？
�

��

悪
�

ケ
ー
ス
①
�

雨
漏
り
の
不
安
あ
お
る
�

被
害
に
あ
う
方
の
特
徴
�

▲悪質商法の手口を寸劇で解説する会員�

�

�

掛
川
市
消
費
者
協
会
が
劇
や
歌
で
�

被
害
防
止
の
コ
ツ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
授
�

� 出
前
講
座
で
被
害
防
止
�

�

�
��近

所
で
工
事
を
し
て
い
る
と
い

う
業
者
か
ら
、
「
屋
根
の
鬼
瓦
が

傾
い
て
い
る
。
隣
の
家
に
落
ち
た

ら
大
変
だ
。
今
な
ら
残
っ
て
い
る

漆
く
い
を
使
っ
て
千
円
で
直
し
て

あ
げ
る
」
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
�

安
価
な
ら
と
思
い
修
理
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
作
業
終
了
後
、

「
瓦
が
浮
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

だ
と
雨
漏
り
す
る
の
で
屋
根
全
体

を
工
事
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
屋

根
工
事
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
�

雨
漏
り
し
た
ら
大
変
だ
と
慌
て

て
し
ま
い
、
そ
の
場
で
約
20
万
円

の
工
事
契
約
を
し
ま
し
た
が
、
冷

静
に
な
っ
て
み
る
と
契
約
を
急
ぎ

す
ぎ
た
よ
う
な
気
が
す
る
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
た
い
。
�

（
全
国
事
例
・
60
歳
代
男
性
）
�

�

突
然
自
宅
を
訪
問
し
、
「
修
理

し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
そ
の
場

で
契
約
を
結
ば
せ
る
屋
根
工
事
な

ど
の
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
時
間
居
座
ら
れ
押
し
切

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
。
�

だ
ま
さ
れ
や
す
い
方
は
、
誰
に

も
相
談
せ
ず
、
そ
の
場
で
契
約
し

て
し
ま
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

相
手
の
言
う
こ
と
が
本
当
か
、
必

要
な
工
事
か
ど
う
か
な
ど
を
家
族

や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
�

消

費

者

被

害

の

防

止

を

呼

び

か

け

る

た

め

、

わ

た

し

た

ち

掛

川

市

消

費

者

協

会

は

「

出

前

講

座

」

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

�

寸

劇

や

歌

で

楽

し

み

な

が

ら

被

害

掛川市消費者協会�

平出松子副会長�
（大多郎）�

�
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� 被
害
に
あ
う
方
の
特
徴
�

�

ケ
ー
ス
②
�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
�

�

出典:独立行政法人国民生活センター　本文イラスト:黒田玄�

企業と行政との協働進む�
新たな協定・認定紹介�

�
　9月24日に掛川信用金庫と、10月
27日には静岡銀行、清水銀行、ス
ルガ銀行、磐田信用金庫、島田信
用金庫と「地域創生の推進に向け
た連携に関する協定」を締結しま
した。�
　今後は、産業振興、雇用促進、
地域資源の活用、移住・定住の促
進、災害時の早期復興などについ
て連携し、それぞれ連携強化のた
めの窓口を設置します。�

■地域創生の推進に向け市内6つの金融機関と協定締結�

　山形県長井市と11月9日、「災害時
における相互応援に関する協定」を
締結しました。地震や洪水などの災
害発生時に、職員を派遣するほか、
被災者を一時収容する施設や食料、
生活必需品を提供するなど、相互に
応急・復旧対策で協力し合います。�
　南海トラフ巨大地震の影響が少ない遠隔地の市町との防災協
定は今回で10協定64市町目。山形県の自治体との協定締結は今
回が初めてとなります。�

■山形県長井市と災害時の相互応援に関する協定締結�
�

　「かけがわ防災パートナーシップ協定」
と「災害時における公金事務取扱に関する
協定」を10月21日、市指定金融機関である
スルガ銀行掛川支店と市が締結しました。�
　この協定により、同銀行は既存木造住宅
の耐震補強工事や耐震シェルター設置者に
対して、貸付利率の優遇措置を設けた融資

商品を用意するほか、災害時に市の緊急支払いに必要な現金の
確保や義援金受付口座を開設します。�

■金融機関と災害時の連携強化に向け協定締結�

　「かけがわ健康づくり実践事
業所認定証交付式」が10月21日
に行われ、新たに㈱キャタラー、
矢崎部品㈱大東工場、リンナイ
テクニカ㈱、NECプラットフォー
ムズ㈱、㈱山下工業研究所の市

内5事業所が認定されました。�
　この認定制度は、健康づくりに取り組む市内事業所を実践事
業所として認定すると、医師会や歯科医師会、体育関連施設な
どの協力機関から健康講話などの講師派遣やスポーツ施設の優
遇利用を受けられるようになります。�

■健康づくり実践事業所　新たに5事業所を認定�

訪
問
販
売
の
場
合
、
工
事
が
終

わ
っ
て
い
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

���「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
伴
い
、
個
人
情
報
を
調
査
中
で

す
」
と
言
っ
て
、
女
性
が
訪
問
し

資
産
や
保
険
の
契
約
状
況
な
ど
を

聞
か
れ
ま
し
た
。
本
当
に
調
査
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
�

（
全
国
事
例
・
60
歳
代
女
性
）
�

�
�「

わ
た
し
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」

「
そ
れ
は
都
会
の
話
」
な
ど
と
思
っ

て
い
る
方
ほ
ど
、
だ
ま
さ
れ
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

手
続
き
な
ど
で
、
国
や
自
治
体
の

職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や
年
齢
・

保
険
の
状
況
な
ど
を
聞
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話
は
す

ぐ
に
切
り
、
来
訪
な
ど
も
断
っ
て

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
金
銭
を
要

求
さ
れ
て
も
支
払
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
�

不
審
に
思
っ
た
り
被
害
に
あ
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
掛
川
警
察
署
（
　
22-

0
1
1
0
）

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

防

止

の

コ

ツ

を

学

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

す

し

、

自

治

会

や

サ

ー

ク

ル

な

ど

の

グ

ル

ー

プ

単

位

で

学

べ

ば

、

「

い

ざ

」

と

い

う

と

き

に

相

談

し

合

え

る

仲

間

づ

く

り

に

も

な

り

ま

す

か

ら

。

�

オ

レ

オ

レ

詐

欺

、

睡

眠

商

法

な

ど

の

メ

ニ

ュ

ー

が

あ

り

ま

す

。

ど

こ

に

で

も

出

向

き

ま

す

し

、

費

用

は

か

か

り

ま

せ

ん

。

お

申

し

込

み

は

商

工

観

光

課

ま

で

お

願

い

し

ま

す

。

�

ま

た

、

図

書

館

で

開

催

さ

れ

る

講

座

に

も

、

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

�

「悪質商法に気をつけよう」�

消費者被害防止啓発講座�

�とき 平成28年1月17日（日）、2月7日（日）、�
 3月13日（日）各午前10時～�
ところ　大須賀図書館（西大渕）�
※申し込み不要。直接会場へ。�
　大須賀図書館（　48-5269）�
�
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設計の前に�
�

設計�建築確認�
申請�

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
状
況
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
�

該
当
す
る
方
は
、
平
成
28
年

2
月
1
日
（月）
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
電

子
申
告
）
に
よ
る
申
告
も
で
き

ま
す
。
�

※
今
ま
で
申
告
を
し
た
こ
と
の

な
い
方
や
新
た
に
事
業
を
始

め
ら
れ
た
方
に
は
、
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
連
絡

く
だ
さ
い
。
�

�償
却
資
産
と
は
�

会
社
や
個
人
の
方
が
事
業
を

営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
土
地
、

家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産

を
い
い
ま
す
（
下
表
参
照
）
。
�

�
実
施
調
査
な
ど
に
ご
協
力
を
�

償
却
資
産
を
よ
り
適
正
に
賦

課
す
る
た
め
、
償
却
資
産
の
保

有
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
�

��家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在
の
家
屋
を
対

象
に
課
税
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
中
に
家
屋
を
滅
失
（
取
り

壊
し
）
し
た
方
は
、
平
成
28
年

1
月
15
日
（金）
ま
で
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
平

成
28
年
度
も
引
き
続
き
賦
課

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

�　
�

平
成
27
年
中
に
、
新
規
に
ガ

ラ
ス
温
室
な
ど
を
取
得
し
た
方

や
、
所
有
し
て
い
る
温
室
の
棟

数
や
面
積
に
変
更
の
あ
る
方
は
、

平
成
28
年
1
月
15
日
（金）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
�

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
�

温
室
を
お
持
ち
の
方
�

償
却
資
産
、
家
屋
の
滅
失
は
�

申
告
や
届
け
出
が
必
要
で
す
�

申
告
や
届
け
出
は
お
早
め
に
�

資産税課�
（　21-1137）�

 共同住宅・アパートなど�

 不動産賃貸業�
受変電設備、緑化設備、�
舗装路面、自転車置場�
など�

太陽光発電事業�
太陽光発電設備、架台など�

 小売店�
商品陳列ケース、冷蔵�
庫など�

 農業・漁業�
田植機、漁船など�

 飲食店�
厨房設備、カラオケ�
セットなど�

 建設業�
パワーショベル、ポータ�
ブル発電機など�

 医院�
ベッド、手術台、X線�
装置など�

 工場�
各種製造設備、受変電�
設備など�

ホテル・旅館�
客室備品、洗濯設備�
など�

わ
が
家
（
建
物
）
を
�

安
全
に
建
て
る
に
は
�

�
設
計
か
ら
完
了
ま
で
の
手
続
き
�

��家を
建
て
る
こ
と
は
、
人
生
の
中
で
何
回
も
あ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
納
得
の
い
く
家
づ
く
り
を

し
た
い
も
の
で
す
ね
。
�

今
回
は
木
造
住
宅
程
度
の
建
築
に
あ
た
っ
て
の
、
設
計
か

ら
完
了
ま
で
の
基
本
的
な
手
続
き
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。
�

　都市政策課�
（　21-1152）�
�
�

建
物
敷
地
を
選
定
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
地
区

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
や
制
約
が
あ
り
ま
す
。
設
計

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
し
っ
か
り
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
（
広
報
か
け
が
わ
平
成
25
・
26
年
各
12
月
号
参
照
）
�

設
計
を
依
頼
し
ま
す
。
建
築
物
の
設
計
は
、
建
築
士

で
な
け
れ
ば
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
�

住

宅

メ

ー

カ

ー

な

ど

に

依

頼

す

る

場

合

も

必

ず

建

築

士

で

あ

る

設

計

者

が

い

ま

す

。

確

認

し

て

く

だ

さ

い

。

�

確

認

申

請

は

、

民

間

審

査

機

関

、

ま

た

は

行

政

機

関

で

あ

る

掛

川

市

で

も

受

け

付

け

ま

す

。

�

設
計
が
完
了
し
た
ら
、
法
的
に
適
合
し
て
い
る
か
建

築
確
認
申
請
を
提
出
し
審
査
を
受
け
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
確
認
済
証
の
交
付
�

償却資産の対象となるもの（例）�
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完了�
検査�
�

中間検査�
�

工事着手と�
工事監理者選定�

環境政策課�
（　21-1145）�
�
�

年末年始のごみ収集日程��
燃えるごみ�

�

プラスチック製容器包装類�

 12月28日（月） 1月4日（月）�

 12月29日（火） 1月5日（火）�

�

12月最後の�
収　集　日�

1月最初の�
収　集　日�

12月最後の�
収　集　日�

1月最初の�
収　集　日�

月・木曜日�
収集地区�

火・金曜日�
収集地区�

 月曜日収集地区 12月28日（月） 1月4日（月）�

 火曜日  　〃 12月29日（火） 1月5日（火）�

 水曜日  　〃  12月30日（水） 1月6日（水）�

 木曜日  　〃  12月24日（木） 1月7日（木）�

 金曜日  　〃 12月25日（金） 1月8日（金）�

�1月の不燃ごみの収集は、正月休みの調整の�
ため、通常時と収集の週が異なる場合があります。�
ごみ収集カレンダーでご確認ください。�

環境資源ギャラリー直接持ち込み�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

�
 12月最後の休日受付 12月27日（日）  �

 12月最後の受付 12月28日（月）  �

 1月最初の受付   1月  4日（月） �

9時～�
 11時30分�

  9時～12時�
13時～16時�

9時～�
 11時30分�

9時～�
 11時30分�

  9時～12時�
13時～16時�

※上記日程は、混雑が予想されます。�
※持ち込みは有料です。�

がれき処分場  直接持ち込み�
（事前に市役所で搬入券を購入してください）�

 12月最後の受付 12月28日（月）�

 1月最初の受付   1月  4日（月）�

  9時～12時�
13時～16時�

  9時～12時�
13時～16時�

■高瀬がれき処分場�

�

 12月最後の受付 12月16日（水）�

 1月最初の受付   1月  6日（水）�

■東大谷がれき処分場�

�

建
築
に
係
る
手
続
き
の
大
ま
か
な
流
れ
は
以
上
で
す
。
建

築
の
内
容
に
よ
っ
て
は
こ
の
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

家
を
建
て
る
に
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
あ
り

ま
す
。
信
頼
で
き
る
専
門
家
の
方
に
相
談
し
、
納
得
の
い
く

家
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

工

事

監

理

と

は

、

建

物

が

設

計

図

と

お

り

に

適

切

に

施

工

さ

れ

て

い

る

か

を

監

理

し

ま

す

。

特

に

目

に

見

え

な

い

杭

・

基

礎

・

構

造

部

材

に

関

わ

る

部

分

は

し

っ

か

り

チ

ェ

ッ

ク

し

ま

す

。

�

工

事

監

理

者

に

適

切

な

施

工

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

て

も

ら

う

こ

と

で

、

正

し

い

施

工

が

担

保

さ

れ

ま

す

。

�

工
事
が
完
成
す
る
と
完
了
検
査
を
申
請
し
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
検
査
済
証
の
交
付
�

工
事
が
進
み
構
造
体
（
棟
上
げ
）
が
完
成
す
る
と
、

中
間
検
査
を
申
請
し
ま
す
。
�

（
住
宅
の
新
築
・
60
㎡
以
上
の
増
改
築
）
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
中
間
検
査
合
格
証
の
交
付
�

確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
る
と
工
事
着
手
で
き
ま
す
が
、

そ
の
前
に
工
事
監
理
を
す
る
建
築
士
の
工
事
監
理
者

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

 
※
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
も
必
ず
工
事
監
理
者
が
定
め
ら
れ
て
い
�

　
　
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
�
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その70

「
鬼
怒
川
」
決
壊
と
�

3
・
11
原
発
事
故
被
災
地
の
状
況
�

▲鬼怒川決壊により被害を受けた家屋が�
　残る現場（奥は応急復旧された堤防）�
　11月8日撮影�
�

去
る
9
月
10
日
の
台
風
18
号
に
よ
る

「
鬼
怒
川
」
の
堤
防
決
壊
現
場
を
視
察

し
ま
し
た
。
視
察
し
た
11
月
8
日
の
時

点
で
も
約
3
0
0
人
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
浸
水
範
囲

は
約
40

、
市
全
体
面
積
の
30
％
を
超

え
て
お
り
、
市
域
を
越
え
て
隣
接
市
へ

の
避
難
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
市
域
を
超
え
た

広
域
的
な
避
難
所
の
指
定
が
掛
川
市
に

お
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
思
っ
た
次
第

で
す
。
�

常
総
市
の
市
民
も
行
政
も
、
誰
も
が

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
が
起
き
る
と

は
想
定
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
一
級
河
川
「
鬼
怒
川
」

の
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
は
、

決
壊
箇
所
が
未
改
修
で
補
修
の
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
た
よ
う
で

す
。
洪
水
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
は
、
国
、
県
、
市
、
市
民
、
企

業
が
情
報
を
し
っ
か
り
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
�

そ
こ
で
「
鬼
怒
川
」
と
同
様
な
洪
水

災
害
を
掛
川
市
の
南
部
を
流
れ
る
一
級

河
川
「
菊
川
」
で
決
し
て
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
、
11
月
12
日
に
国
交
省
浜
松
河

川
国
道
事
務
所
長
に
下
小
笠
川
を
含
む

「
菊
川
」
の
「
河
川
整
備
計
画
」
の
早

期
策
定
と
、
河
道
掘
削
に
よ
る
流
下
能

力
の
強
化
や
災
害
情
報
提
供
の
徹
底
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。
�

原
発
事
故
被
災
地
の
状
況
で
は
、
11

月
10
日
に
南
相
馬
市
を
訪
ね
市
長
さ
ん

や
職
員
の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。
「
発
災
時
『
屋
内
避
難
』
の

指
示
だ
っ
た
が
、
市
民
は
そ
れ
ぞ
れ
自

主
判
断
で
市
外
、
県
外
に
避
難
し
た
」
、

「
震
災
か
ら
4
年
8
か
月
が
た
っ
た
が
、

い
ま
だ
1
万
8
0
0
0
人
が
避
難
し
て

お
り
、
家
族
バ
ラ
バ
ラ
で
離
散
状
態
が

続
い
て
い
る
」
、「
事
故
当
時
ヨ
ウ
素

剤
の
配
布
は
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
で

も
、
各
家
庭
へ
の
事
前
配
布
が
課
題
」

な
ど
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
 
�

ま
た
、
今
年
9
月
に
「
帰
還
困
難
区

域
」
を
通
る
国
道
6
号
が
、
途
中
下
車

は
で
き
な
い
も
の
の
通
行
可
能
と
な
っ

た
の
で
、
南
相
馬
市
、
浪
江
町
、
双
葉

町
、
大
熊
町
、
富
岡
町
を
車
窓
か
ら
視

察
し
ま
し
た
。
「
避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
」
な
ど
で
は
、
放
射
能
汚
染
さ
れ

た
土
壌
の
撤
去
作
業
が
始
ま
り
、
除
染

作
業
で
出
た
廃
棄
物
が
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

ク
と
よ
ば
れ
る
黒
い
袋
に
入
れ
ら
れ
、

い
た
る
所
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
付
近
を
通
過

し
た
際
、
線
量
計
で
計
測
し
て
み
た
と

こ
ろ
車
内
で
約
０
・
８

Sv/h

、車
外
で

は
約
３
・
０

S
v
/h

で
あ
り
ま
し
た
。

正
常
な
放
射
能
の
値
に
戻
り
、
一
日
も

早
く
全
員
が
帰
還
で
き
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
掛

川
市
内
で
は
約
0
・
0
2

Sv/h

程
度

で
す
。
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

わ
た
し
た
ち
の
想
定
を
は
る
か
に
超

え
る
災
害
が
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の

各
地
で
起
こ
り
、
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ

て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
に
人
間
の
技

術
は
ま
だ
打
ち
勝
つ
状
況
に
あ
り
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
被
害
を
抑
え
る
た
め
の

備
え
が
必
要
で
す
。
12
月
6
日
（日）
は
「
地

域
防
災
訓
練
の
日
」
。
多
く
の
市
民
の

参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

※

Sv/h

＝
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
�

km2

μ
�

μ
�μ
�

μ
�

�
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小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

中東遠総合�
医療センター�
中東遠総合�
医療センター� �

小笠掛川歯科医師会  その38�
（ 　22-6120）�

17

親
知
ら
ず
と
聞
い
て
良
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
も
そ
も
「
な
ぜ
痛
む
の
か
」
、

「
な
ぜ
厄
介
者
扱
い
さ
れ
る
の
か
」
、

そ
し
て
「
ど
う
処
置
す
れ
ば
い
い
の

か
」
。
今
回
は
親
知
ら
ず
の
お
話
で

す
。人

類
の
進
化
に
伴
い

退
化
し
た
歯

　人
間
が
ま
だ
類
人
猿
だ
っ
た
こ
ろ
、

あ
ご
の
骨
は
大
き
く
親
知
ら
ず
は
し
っ

か
り
と
生
え
て
い
ま
し
た
。
人
は
類
人

猿
か
ら
人
間
に
進
化
す
る
過
程
で
、
食

か

べ
物
を
料
理
す
る
こ
と
を
学
び
、
噛
ま

な
く
て
も
栄
養
を
十
分
に

得
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
あ
ご
は
小
さ

く
な
り
、
親
知
ら
ず
が
生

え
る
場
所
が
狭
ま
り
、
中

途
半
端
な
生
え
方
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
、
「
人
間
の
進
化

に
よ
る
親
知
ら
ず
の
退

　放
っ
て
お
か
な
い
で

歯
科
医
師
に
相
談
を

　親
知
ら
ず
の
生
え
方
に
よ
っ
て
は
治

療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

歯
の
治
療
に
は
、
「
虫
歯
・
歯
周
病

の
治
療
」
「
歯
磨
き
指
導
」
な
ど
の
ほ

か
に
「
抜
歯
」
が
あ
り
ま
す
。
親
知
ら

ず
に
つ
い
て
は
、
痛
み
出
す
前
に
予
防

的
に
抜
歯
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

普
通
に
生
え
て
い
る
歯
は
そ
れ
ほ
ど

問
題
に
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
生
え
方

の
悪
い
歯
を
抜
歯
す
る
際
は
注
意
が
必

要
で
す
。

親
知
ら
ず
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
良

い
の
か
、
抜
歯
が
必
要
か
、
ほ
か
に
治

療
法
が
あ
る
の
か
な
ど
、
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

化
」
が
起
き
た
の
で
す
。

現
代
で
は
、
親
知
ら
ず
が
生
ま
れ
つ

き
無
い
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

隠
れ
て
い
て
も
要
注
意

　親
知
ら
ず
の
生
え
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
き
れ
い
な
歯
並
び
で
生
え
て
い
る

人
や
、
歯
茎
に
隠
れ
て
見
え
な
い
人
も

い
ま
す
。
き
れ
い
な
歯
並
び
の
方
は
歯

磨
き
も
し
っ
か
り
と
で
き
、
親
知
ら
ず

が
清
潔
な
状
態
を
維
持
で
き
る
の
で
痛

む
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
中
途
半
端
に
生
え
て
い
る
方
は

要
注
意
で
す
。
歯
磨
き
が
難
し
い
た
め

食
べ
物
が
詰
ま
り
や
す
く
、
虫
歯
に
も

な
り
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
親
知
ら
ず
が
生
え
て
い
な
い

か
ら
と
い
っ
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

歯
茎
の
中
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。
痛
み
が
無
い
か
ら
と
放
置

す
る
と
、
親
知
ら
ず
の
虫
歯
菌
や
歯
周

病
菌
が
隣
の
歯
を
攻
撃
し
、
隣
の
歯
ま

で
痛
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
放
置

す
る
こ
と
で
良
い
歯
ま
で
無
く
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〜
何
も
せ
ず
に
放
置
し
て
お
く
の
は
危
険
で
す
〜

親

知

ら

ず
（

智

歯

）
の

お

話



中央図書館�

大東図書館�

大須賀図書館�

生涯学習センター�

美感ホール�

文化会館シオーネ�

大東北公民館�

大須賀中央公民館�

大東市民交流センター�

大須賀市民交流センター�

千浜農村環境改善センター�

山崎・大渕農村環境改善センター�

市教育センター（大東支所）�

掛川城天守閣・御殿�

竹の丸�

二の丸美術館�

二の丸茶室�

ステンドグラス美術館�

清水邸庭園�

埋蔵文化財センター�

大須賀歴史民俗資料館�

森林果樹公園�

ならここの里（温泉館）�

ならここの里（キャンプ場）�

大東温泉シートピア�

プラザ大須賀�

吉岡彌生記念館�

とうもんの里�

体育館�

プール�

トレーニング室�

下垂木多目的広場�

し～すぽ�

いこいの広場�

安養寺運動公園�

掛川海洋センター�

大東総合運動場�

大東北運動場�

大東グラウンドゴルフ場�

大須賀運動場�

東遠地区聖苑�

生物循環パビリオン�

市営駐車場・駐輪場�

福祉活動館・多目的広場�

掛川児童交流館�

大東児童館�

大須賀児童館�

たまり～な�

老人福祉センター山王荘�

大須賀老人福祉センター�

中東遠総合医療センター 一般外来�

救急診療�

�

24-5921�

72-1143�

48-5269�

24-7777�

23-6543�

72-1234�

74-2200�

48-1012�

 72-1115�

48-1002�

72-5028�

48-1015�

72-1343�

22-1146�

22-2112�

62-2061�

23-1199�

29-5680�

48-6456�

27-0855�

48-6522�

23-8102�

20-3030�

25-2055�

72-1126�

48-0190�

74-5566�

48-0045�

�

�

�

�

28-8710�

26-0303�

23-6644�

24-6384�

72-5392�

74-4430�

72-5392�

28-8710�

36-3160�

24-8888�

22-1592�

22-8795�

24-0822�

72-7830�

48-5965�

24-2722�

72-5370�

48-5965�

21-5555

 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5�
 水・祝 木 金 土 日 月 火 水 木 金・祝 土 日 月 火�

12月� 1月�

22-5553

図
書
館�

区  

分�

生
　
　
涯
　
　
学
　
　
習�

ス
　
　
ポ
　
　
ー
　
　
ツ�

さ
ん
り
ー
な�

生
　
活�

福
　
祉�

医  

療�

あ
い
り
〜
な�

と  き�

施 設 名 �

�

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

 ●     ● ● ● ● ● ● ● ● �

 ●     ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

       ● ● ● ● ● ●  ●�

       ● ● ● ● ● ●  ●�

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

 ●   ● ●  ● ● ● ● ● ●  �

        �

  �

 △ △ △ △ △ ● ● ● ● ● ● ● ● �

�

      ● ● ● ● ● ● ● ●�

  ●     ● ● ● ● ● ●   �

 ●   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●�

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

       ● ● ● ● ● ● ●�

           �

          ● ● ● ● ●�

          ●    ●�

 ● ●     ● ● ● ● ● ● ● ●�

      ● ● ● ● ● ● ● ● �

        ● ● ● ● ● ● ●�

      ● ● ● ● ● ● ●  ●�

   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● �

      ● ● ● ● ● ● ●  ●�

       ● ● ● ● ● ● ● ●�

     ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●�

      ● ● ● ● ● ● ●  ●�

      ● ● ● ● ● ● ●  ●�

      ● ● ● ● ● ● ●  ●�

      ● ● ● ● ● ● ● ●  �

      ● ● ● ● ● ● ● ●  �

 ● ●    ● ● ● ● ● ● ● ●  �

      ● ● ● ● ● ● ● ●  �

    ●      ● ●   �

 ●   ● ●  ● ● ● ● ● ●  �

      �

  ●    △ ● ● ● ● ● ● △ �

 ●     ● ● ● ● ● ● ● ● �

 ●    ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

 ●    ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

      ● ● ● ● ● ● ● ● ●�

 ●   ● ●  ● ● ● ● ● ●  �

 ●   ● ●  ● ● ● ● ● ●  �

 ●   ● ●  ● ● ● ● ● ●  �

�

�

18:00閉館�

10:00開始�

10:00～�
18:00

10:00～�
18:00

10:00～�
18:00

 8:00～�
18:00

18:00終了�18:00終了�

17:00終了�17:00終了�

18:00終了� 18:00終了�

本紙20ページ「救急医療のお知らせ」をご覧ください。�

市役所、支所、出張所（連雀）は、12月29日（火）～
1月3日（日）が休業です。ただし、出生届、死亡届、
婚姻届などは、市役所南口と各支所の休日窓口で受
け付けます。�

�

平成27～28年�

�

（
●
は
休
業
、△
は
施
設
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
申
し
込
み
な
ど
は
受
け
付
け
、記
載
な
し
は
通
常
営
業
）�

18



ボランティアセンター（あいり～な2階　 24-6263）、各ふくしあ内社協�

市教育委員会 （青少年補導センター 　 21-1189）�

市教育センター（大東支所4階） （　 72-1345）�

市役所1階 家庭児童相談室 （　 21-1190）�
大東支所1階 相談室、大須賀支所1階 相談室 �

市役所3階または4階 会議室 （商工観光課 　 21-1149）�

市役所3階 商工観光課 （消費生活センター 　 21-1149）�

市役所1階 危機管理課 （　 21-1131）�

市役所3階 生涯学習協働推進課 （　 21-1129）�

市役所1階 福祉課 （　 21-1140）�

社会福祉協議会本所 （　 22-1294）�

�

相　談　名�

掛川市役所� 大東支所� 大須賀支所�

 ところ・問い合わせ先�

水  　  9：00～16：00�

平  日  8：30～17：00�

平  日  9：00～16：00�

平  日  8：30～17：15�

平  日  8：30～17：15�

平  日  8：30～17：15

※相談日が祝日と重なった場合、相談はお休みになります。  昼休み中の相談は、できるだけご遠慮ください。�

�

�

人権身の上相談�
13：00～16：00 �

�

子育て・療育相談�
（予約制）�

認知症に関する相談�
（予約制）�

心 配 ごと 相 談 �
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相談（ 予約制 ）�
※市内居住者に限る�
12/24（木）～予約受付�

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談�

1/15、2/5・19、�
3/4・18（金）�
4階会議室 

1/8、2/12、3/11（金）�
3階ミーティングルーム�

1/22、3/25（金）�
1階多目的ホール�
2/26（金）市民交流センター�

1/13、2/10、3/9（水）�
13：30～15：30�
4階会議室�

1/8、2/12、3/11（金）�
13：30～15：30�
4階403会議室�

1/22、2/26、3/18（金）�
13：30～15：30�
1階相談室�

1/10・17、2/7・14・21、3/6・13（日）�
13：00～16：00（受付15：30まで）�

�

1/27、2/24、3/23（水）  �
9：00～12：00

1/17、2/21、3/20（日）�
10：00～12：00

1/14、2/18、3/10（木） 17：00～19：00

平  日  9：00～16：00

平  日  8：30～16：30

�

�

�

徳育保健センター�

清水邸本宅（清水邸庭園東側）�

市役所、大東支所、大須賀支所�

問い合わせ先�

問い合わせ先�

と　こ　ろ�と　　　き�

相談名� ところ�

青 少 年 相 談 �

教 育 相 談 �
家 庭 児 童 相 談 �
（大東・大須賀支所は予約制）�

内 職 相 談 �

消 費 生 活 相 談 �

交通事故相談（予約制）�

N P O 法 人 設 立 相 談 �

犯罪被害者相談（予約制）�

福祉相談・介護者相談�

相　　談　　名� と　き� �

ところ・問い合わせ先�

�
平  日  8：30～17：15

総 合 相 談 �

ボ ラ ン ティア 相 談 �

相　　談　　名� と　き� �

�

こころの健康相談�
（予約制）�

�

1/5・12・19・26、2/2・9・16・23、�
3/1・8・15・22・29（火）�
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00�
�
�

女 性 相 談�

結婚相談（登録制）�
※第2日曜日は女性のみ�

�

行 政 相 談 �
� 市役所4階 会議室4

大須賀支所1階 多目的ホール�

1/8、2/12、3/11（金） 13：00～16：00

1/22、2/26、3/25（金） 13：00～16：00

市役所 会議室または相談室�1/6、2/3、3/2（水） 13：20～16：20

�

面接相談（予約制）市役所�

1・2・3月  相談の窓口�

ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」相談�
�

各ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、�
南部大東　 72-1116、南部大須賀　 48-1007）�
�

福祉課 �
（   21-1140）�

社会福祉協議会 �
（   22-1294）�

1/22、2/26、12/25（金）�
1階多目的ホール�
南部大須賀ふくしあ（　 48-5531）�

1/8、2/12、3/11（金）�
1階相談室�
南部大東ふくしあ（　 72-1135）�

1/15・29、2/5・19、�
3/4・18（金）�
あいり～な東館1階�
開催当日は（   23-3036）�

企画調整課 �
（   21-1128）�

福祉課 �
（   21-1139）�
�
生涯学習�
協働推進課 �
（   21-1129）�

電話相談�
女性相談室直通（   21-1119）�
�

あいり～な東館1階�
開催当日は（　23-3036）� 社会福祉協議会 �

（   22-1294）�

大須賀支所 地域支援係�
（   48-1000）�

I T サ ポ ート相談�
コーナー（予約優先）�

1/13・27、2/10・24、3/9・23（水）�
13：30～16：00 市役所1階ロビー�

IT政策課�
（   21-1341）�

高齢者支援課 �
（   21-1142）�
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日曜日・祝日・年末年始（12/30～1/3）　�
診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）�

●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�

各医療機関の診療案内は、平成27年7月号の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」�
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。�
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。�

※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。�

�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！�
�

保健予防課 （　23-8111）�

会場 徳育 ： 徳育保健センター（御所原）�
 大東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

1月�

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科�
●19：00～22：00（受付 21：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�
�
土曜日�
●12：00～17：00　市内の開業医院�
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111）�
�

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷ったときは�

お電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。�

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000�

■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910�

平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00�

�

救急車？まずは急患診療所�
�中東遠総合医療センターの救急医療は、入
院や手術が必要な重症患者さんを中心に

行っています。�

外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。�

急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、

医師や看護師が対応しています。�

1月の健康案内��

保健師・栄養士だより�

お酒と賢くつき合おう！�

�

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。�

●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも

身長や体重を測ることができます。また、子育て支援センター、つどい

の広場でも相談・計測を実施しています。�

※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ

て徳育へお越しください。�

年末年始はお酒を飲む機会が増えますね。�

長期間・多量の飲酒は肝臓に負担をかけ、

生活習慣病の発症につながります。健康のた

めに、体にやさしい飲み方を心がけましょう。�

掛川�
IC

広場�

掛川東病院�

小笠掛川急患診療所（受付2階）�

希望の丘内�

Ｎ�

徳育�

徳育�

徳育�

徳育�

�

�

徳育�

�

大東�

大東�

徳育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児健康診査�
13：00～13：30

2歳2か月児健康診査�
13：00～13：30

3歳児健康診査�
13：00～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

ママセミナー（実践編）�
13：15～13：30

 8 金 平成27年 6月 1日 ～15日出生児�

 12 火 平成27年 6月 16日 ～30日出生児�

 7 木 平成26年  5 ～6月出生児�

 20 水 平成26年 6月 1日 ～15日出生児�

 22 金 平成26年 6月 16日 ～30日出生児�

 8 金 平成25年10月 1日 ～15日出生児�

 12 火 平成25年10月 16日～31日出生児�

 14 木 平成24年12月 1日 ～15日出生児�

 15 金 平成24年12月 16日～31日出生児�

 18 月 平成24年11～12月 出生児 �

�

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場�

健診・相談・予防接種�
説明会�
9：15～9：30

徳育� 6 水 平成27年11月出生児�

 29 金�4～8か月児の親（予約制）�

 6 水�妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�

徳育�ママセミナー（歯科編）�
13：15～13：30

 28 木�妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�

体にやさしいお酒の飲み方�

�

●1日の適量は純アルコールで20g�

　ビールなら中瓶1本500ml、清酒なら1合180mlが目安。�

●良質なタンパク質、ビタミン、ミネラルを多く含む

おつまみを食べる(豆腐、野菜の煮物、海藻サラダなど)�

●週に1～2日の休肝日を�

　肝臓でアルコールを分解するには1合で3時間程度必要。�

　毎日飲むと肝臓は連日働き続けることになります。�

　肝臓を休ませる日を作りましょう。�
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図書館へ行こう�
�
■中央図書館（　24-5921）�

　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）�

　1月の休館日：毎週月曜日、29日（金）、年末年始�

■大東図書館（　72-1143）�

　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）�

　1月の休館日：毎週月曜日、29日（金）、年末年始�

■大須賀図書館（　48-5269）�

　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）�

　1月の休館日：毎週月曜日、年末年始�

　1月26日（火）～29日（金）蔵書点検のため休館します�

※年末年始休館（3館共通） �

　12月28日（月）～平成28年1月4日（月）�

�

�

�

�

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本�

中高一貫校の部活「ビブリオバトル

部」の活躍を描いた小説。ノンフィ

クションしか認めない少年とSFが大

好きな少女が、相手の信念を打ち破

るべく、書評合戦に挑みます。�

ゆかは、おはなしを読んでもらうの

が大好きな女の子。けれども今日は、

だれも読んでくれません。だれか、

読んでくれないかな。ゆかが本を抱

えて森に入っていくと…。�

ひとり読みのスタートにお薦めです。�

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ�

�

し物・展示�催� 市内38か所へ！  移動図書館�
�

小学校、公民館、農協などを移動図書

館車が巡回します。詳しい日程は図書

館へお問い合わせいただくか、図書館

ホームページをご覧ください。�

北部�
おおぞら号�
�

南部�
コスモス号�

本のよみきかせと楽しい手遊び�

�

絵本のよみきかせと簡単な工作�

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」�

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会�

�

対　象：乳幼児と保護者�

中　央：1月 8日（金） 午前10時30分～11時�

大　東：1月 8日（金） 午前10時30分～11時�

大須賀：1月 15日・22日（金）午前10時30分～11時�

※　　のおはなし会には子育てコンシェルジュが参加し、�

手遊びや育児相談などを行っています。�

中　央：毎週水曜日　午後3時～�

対　象： 幼児から小学校低学年�

中　央： 1月9日・23日（土）午後3時～3時30分�

大　東： 1月16日（土）午前10時30分～11時10分�

大須賀： 1月 9日・16日・23日・30日（土）午後3時～3時30分�

�

対　象：家庭でよみきかせをしたい方�

中　央：1月15日（金）午前10時30分～11時�

�

�

絵�

白川静／著�
（中央公論新社）�
※大活字本もあります�
 �
�
�

孔子伝�

山本弘／著�
（東京創元社）�

幽霊なんて�
怖くない�
BISビブリオ�
バトル部�

原京子／作�
高橋和枝／絵�
（ポプラ社）�

ねえ、おはなし�
きかせて�
�
�

�

�

▲図書館職員・松浦萌子�

わたしの紹介する本は、『世

界の夢の住まい』です。�

「こんな家に住んでみた

い！」そんな素敵な家がたく

さん出てきます。家の外装や

内装の写真を見つめながら、

自分がここにいたら、誰とど

んなことをしよう。そんなこ

とを想像しながら、読んでみ

てください。�

BooKリレー○�
�

6

図書館関係者が�
お薦めの1冊を�
紹介します�

★古文書講座（第8回）｢掛川の歴史を学び地域の古文書を読む」　中央�

　　とき：1月13日（水）午後1時30分～3時�

★古文書講座（第8回）｢『唐土漂流記』を楽しくゆっくり読む｣　大須賀�

　　とき：1月14日（木）午前10時～正午�

■消費者被害防止啓発講座「悪質商法に気をつけよう！」　大須賀�

　　とき：1月17日（日）午前10時～11時�

■図書館の中の保健室　大須賀�

　　とき：1月19日（火）午前9時30分～11時30分�

　　内容：看護師による血圧･体脂肪測定･各種相談�

★音訳講習会　中央�

　　とき：1月19日・26日、2月2日・9日・16日・23日（火）（全6回）�

　　　　　午前10時～正午�

　　内容：文字情報を朗読して音声化する「音訳」の技術を学びます。�

　　対象：一般、音訳に興味のある方�

★文学鑑賞講座（第5回）小説に書かれた徳川家康　中央�

　　とき：1月21日（木）午後1時30分～3時�

�

�

司馬遷が記した孔子像を虚構と見破

り、泥臭い人間としての孔子をロジ

カルに描ききった白川静の名著。孔

子はなぜ哲人たりえたのか、古代漢

字学者だからこそ表現できた孔子像

がここにある。�
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12/12（土）13：30～�

（13：00開場）�

シオーネ小ホール（大坂）�

①12/12（土）②12/20（日）�

9：00～16：00�

①大須賀図書館（西大渕）�

②中央図書館（掛川）�

12/15（火）12：10～13：00�

市役所2階、3階テラス�

12/16（水）9：30～11：30�

市役所4階会議室6

12/19（土）13：30～15：30�

竹の丸ギャラリー（掛川）�

12/21（月）12：30～13：00�

市役所1階ロビー�

H28/1/12・19・26、2/2・9の�

火曜日19：30～21：00�

市役所4階会議室1�

�

①H28/1/16②2/20�

③3/12の土曜日�

13：30～15：00（13：00受付）�

中央図書館（掛川）�

�

12/15（火）13：00～16：00�

（12：30開場）�

生涯学習センター（御所原）�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

入場無料�

ローマ字入力と�

マウスの操作が�

できる方8人�

受講無料�

�
小学生18人�

1,500円�

（ケーキと�

飲み物付き）�

�

どなたでも�

入場無料�

市内在住・在勤・�

在学の小学3年�

生以上各20人�

参加無料�

一般50人�

500円（全3回分。�

入館料1回分�

を含む）�

�

どなたでも�

入場無料�

第3回掛川市地区�
更生保護大会�
　福祉課（　21-1140）�

�

第55回お昼のピアノ�
ミニコンサート�
　生涯学習センター�

（　24-7777）�

�

人権シンポジウム�
　県西部健康福祉センター�

（　0538-37-2511）�

�

ビジネスチャンス相談�
　　商工観光課�

（　21-1149）�

平山佐知子トークショー�
　生涯学習協働推進課�

（　21-1129）�

やさしいパソコン講座�
　　IT政策課（　21-1341）�

�

ステンドグラス風工作教室�
　　竹の丸（　 22-2112）�

�

地域手話講習会（全5回）�
　　福祉課（　21-1139）�

開館記念講座「19世紀�
ステンドグラスの時代」�
　　ステンドグラス美術館�

（　 29-5680・FAX29-5720）�

�

市内小中学生の作文の優秀作品の表彰や朗読、社

会を明るくする運動の推進校の紹介をします。�

　直接会場へ�

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に

応じます。�

　電話で申し込み（申込順）�

元NHK静岡のキャスターで、現在はフリーアナウ

ンサーとして活躍する平山さん。「活躍する女性

に必要なこと」をテーマにお話しします。�

　直接会場へ�

タイピングの基礎とインターネット検索の方法

を学びます。パソコンは市役所で用意します。�

　12/11（金）までに電話で申し込み（申込多数の

ときは抽選）�

ガラス絵の具で簡単にできるクリスマスのステ

ンドグラス風の工作に挑戦してみよう！ステン

ドグラス美術館の見学あり�

　12/7（月）より電話で申し込み（申込順）�

演奏者は藤田麻貴子さん（ピアノ）、時田莉佐さん（エ

レクトーン）。お昼のひとときを心地よい音色と

ともに過ごしませんか。�

　直接会場へ�

簡単な手話を通じて、ろうあ者との交流を目的に

学習。未成年の受講者は保護者が送迎してください。�

　電話で申し込み（申込順）�

「性的マイノリティーと人権」がテーマのシンポ

ジウム。手話通訳もあります。�

　直接会場へ�

全3回。当館所蔵のステンドグラスができた19世

紀イギリスの文化と美術を講師が紹介します。�

　12/1（火）より電話または氏名、住所、電話番号

を明記しFAX、Eメール（office@kakegawa-

stainedglass.com）で申し込み（申込順）�

二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�

入館料／ 小中学生無料、一般200円�
 ※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�
休館日／ 月曜日（祝日の場合開館、翌日休館）・祝日の翌日 

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

●東部ふくしあ（　61-2900）�

　1/20（水）9：30～11：30�

●中央図書館出張相談�

　（　東部ふくしあ　  61-2900）�

　1/6（水）10：00～11：40�

●西部ふくしあ（　29-5977）�

　1/5（火）9：30～11：30�

●かけがわ西の市出張相談�

　（　西部ふくしあ　  29-5977）�

　1/19（火）9：30～11：30�

●中部ふくしあ（　28-9713)�

　1/15（金）9：30～11：30�

●大東ふくしあ（　72-1116）�

　1/6（水）9：30～11：30�

●シートピア出張相談�

　（　大東ふくしあ　 72-1116）�

　1/27（水）14：00～15：30�

●大須賀ふくしあ（　48-1007）�

　1/7（木）9：30～11：30�

�

�

ふくしあ健康相談（1月）�

●12/20（日）まで ※入館無料�

　市民芸術祭優秀作品  新収蔵品展�

　スケッチ作品の展示 �

●12/21（月）～H28/1/4（月）休館のお知らせ�

　展示替えと年末年始のため休館します。�

●市制10周年記念・デビュー25周年記念�

　H28/1/5（火）～2/14（日）大島司原画展�

掛川市出身の漫画家大島司さんによ

る、掛川を舞台にした作品『シュート!』

の原画の一部を展示します。�

●H28/1/5（火）～7（木）新春プレゼント�

各日有料入館者先着100人に、美術

館オリジナルグッズをプレゼント！�

�

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実

行

委

員

会
（

24-

1

1

6

2

）
�

 

12

／

19�

（土）

午

前

9

時

〜

正

午

�

�

●【常設展】12/6（日）まで�

　吉岡彌生と書～書にこめた心�

吉岡彌生が88年の生涯で遺した書。

この短い言葉にこめた思いを、色紙や

扁額、手紙などの資料とともに紹介し

ています。�

●H28/2/24（水）～「吉岡彌生が生きた

風景～そこから見える日常」�

　　吉岡彌生の「日常を見る」ことをテー

マに、当時の建物に関する資料や愛用

品などを中心に展示します。�

■【休館のお知らせ】�

　　常設展展示替えと館内設備工事に伴い、

12/7（月）～H28/2/23（火）は臨時休館します。�

のこ�
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広報かけがわH27.12

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

受講資格要件あり�

①110人�

②③各100人�

一般100人�

参加料300円�

手話に興味の�

ある方どなたでも�

2,000円/年�

�

①H28/3/1（火）・10（木）全2回�

　浜松労政会館（浜松市中区）�

②1/25（月）～3/7（月）全4回�

③2/1（月）～3/8（火）全4回�

　浜松市勤労会館（浜松市中区）�

�

H28/1/30（土）13：30～�

15：00�

東京女子医大大東キャン�

パス（下土方）�

�

①火曜日10：00～、�

　木曜日19：30～�

　生涯学習センター（御所原）�

②木曜日19 ：30～大東支所�

　（三俣）・大須賀支所（西大渕）�

�

H28/1/16～3/5のうち�

土曜日9：00～16：00�

あいり～な（掛川）、徳育�

保健センター（御所原）�

のいずれか�

�

市内在住�

20～70歳�

15人�

受講無料�

�

市民後見人養成研修会�
（全7回）�
　高齢者支援課�

（　21-1142）�

�

市民後見人としての実務を想定した研修です。�

　申込書（市ホームページ・高齢者支援課・包括支

援センターで配布）を12/14（月）までにNPO法人

静岡県成年後見サポートセンター（〒430-0928

浜松市中区板屋町10 1 - 1 0伊藤ビル3階、

FAX053-489-5515）へ郵送またはFAXで申し

込み（申込順）�

①子育て支援分野で働くために必要な技能など

を身につける全国共通の研修②③放課後児童ク

ラブで働く方が支援員に必要な技能などを身に

つけ有資格者になるための研修�

　日程、受講資格要件など詳しくは県ホームペー

ジ（http：//www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-

130/kosodate/index.html）をご覧ください。�

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

どなたでも�

参加無料�

①年中～小学�

　2年生15人�

②小学3～6年�

　生15人�

3,780円/月�

別途年会費、保険料�

�

どなたでも�

8人�

1,200円/回�

①どなたでも�

　入場無料�

②一般1,300人�

　前売券1,000円�

�

どなたでも�

参加無料�

どなたでも�

100円/回�

どなたでも15人�

1,000円�

（葛糸代含む）�

�

回収期間  12 /1（火）～20（日）�

回収場所  市内図書館･小中学校�

�

①12/10・17・24（木）16：00�

　～17：00�

②12/3・10・17（木）17：00�

　～18：00�

し～すぽアリーナ（大渕）�

�

12/10･24、H28/1/14・28、�

2/4・25、3/17・31の木曜日�

9：20～10：20�

シオーネ和室（大坂）�

�

①12/12（土）9：00～16：00�

　12/13（日）9：00～15：00�

　袋井商業高校（袋井市）�

②H28/1/16（土）18：00～�

　H28/1/17（日）13：30～�

　磐田市民文化会館（磐田市）�

�

12/16（水）13：30～16：00�

大東北公民館（下土方）�

�

12/16～H28/2/10の毎週�

水曜日13：30～15：00�

森林果樹公園（下俣）�

12/18（金）9：00～14：00�

環境資源ギャラリー（満水）�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

「掛川わくわく文庫」絵本の�
リユース�
　NPO法人WAKUWAKU西郷・�

松浦（　090-6618ｰ9525）�

�

キッズ・ジュニアフットサル教室�
　南体育館し～すぽ�

（　28-8710）�

�

骨盤教室�
　ナナスマイル・松浦�

（　050-5873ｰ3850）�

elmer7smile@yahoo.ne.jp�

�

袋井商業高校�
①第13回袋商ショップ�
②吹奏学部第52回定期演奏会�
　袋井商業高校�

（　0538-42ｰ2285）�

�

スポーツ吹矢の体験会�
　鈴木（　74-2097・12：00～�

13：00の間）�

�

果樹剪定講習会（全7回）�
　森林果樹公園�

（　23-8102）�

�

葛織り体験講座�
　達人に学び伝える会・加藤�

（　22-7796）�

�

①子育て支援員研修�
②③放課後児童支援員�
認定資格研修�
　　県こども未来課�

（　054-221-3485）�

�

講演会「心理・脳科学・�
食の視点から高血糖症を�
考える」�
　　吉岡彌生記念館�

（　74-5566・FAX74-4841）�

�

掛川手話サークル会員募集�
　　社会福祉協議会�

（　22-1294）�

�

使わない絵本や辞書をお譲りください。黄色

のコンテナが目印。回収したものは12/23（水・

祝）10：00～中央図書館にてプレゼント�

　直接会場へ�

技術とゲームの楽しさを身につけよう。�

持ち物　運動のできる服装、飲み物�

　電話または窓口で申し込み（申込順）�

バランスボールやポールなどを使って骨

盤周りの筋肉を調整し全身を鍛えます。�

　電話またはメールで申し込み（申込順）�

①高校生が野菜や自動車などの仕入れか

ら販売までを行います。食堂、ちびっ子広

場あり。旧パイオニア（株）駐車場をご利用

ください（無料送迎バスあり）�

②マーチングなど3部構成の演奏会です。�

　①直接会場へ②袋井商業高校、磐田市民

文化会館、袋井市役所売店、兵藤楽器各店

の窓口で申し込み（申込順）�

健康を目的としたスポーツ。ストレス、肩

こり、腰痛、冷え性に効果があります。�

　直接会場へ�

雨天の場合は同じ週の金曜日に変更、金曜�

日にもできない場合は中止�

持ち物　のこぎり、剪定ばさみ、筆記用具�

　直接会場へ�

ミニタペストリーを作ります。�

持ち物　はさみ、弁当�

　電話で申し込み（申込順）�

糖尿病看護認定看護師の笠原保人さんが、今日か

ら実践できる糖尿病の予防についてお話しします。�

　電話またはFAX（講座名、住所、氏名、電話番号

を明記）で申し込み（申込順）�

初心者歓迎。ろうあ者と健聴者の交流、手

話の学習などを行います。�

　電話で申し込み�
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内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

　菊川文化会館アエル、小笠高校、兵藤楽

器連雀店の窓口で申し込み（申込順）�

しめ飾りを作り、温泉に入って新年を迎えま

しょう。親子ペア温泉半額優待当日券進呈�

　電話で申し込み（申込順）�

どなたでも�

800円�

市内在住の小学生�

と保護者30組�

材料費300円�

12/20（日）13：30開場�

14：00開演�

菊川文化会館アエル（菊川市）�

�
12/26（土）9：30～12：00�

ならここキャンプ場管理棟�

（居尻）�

小笠高校吹奏楽部第19回定期演奏会�
　中村・本目（　35-3181・平�

日9：00～16：00）�

�

�

正月しめ飾り製作と温泉体験�
　ならここキャンプ場�

（　25-2055）�

どなたでも�

大人のみ100円�

地方創生に関心の�

ある方80人�

2,000円�

（当日2,500円）�

�

12/19（土）10：00～14：00�

生涯学習センター催し物広場�

（御所原）�

�

12/19（土）14：30～18：00�

大日本報徳社大講堂（掛川）�

�

ママバトン�
　実行委員会・杉山�

（　090-2616-2132）�

※掛川市子育て協働モデル事業�

�

�

自宅にある不用品をお持ちください。持ち

込んだ数だけ欲しい物を持ち帰れる交換会。�

子育て相談もできます。託児あり�

　直接会場へ�

�

地方創生シンポジウムinかけがわ�
　　㈱あらまほし・戸田�

（　050-5586-0452）�

�

「外貨を獲得できる地域ビジネス」がテー

マの講演、パネルディスカッション�

　申込webサイト（「シンポジウム

かけがわ」で検索）から申込（申込順）�

大井川農業用水断水の
お知らせ

大井川右岸土地改良区
（ 35ｰ2413）
農林課（ 21-1146）

河川堤防（国有地）での植樹・植栽

は、堤防の弱体化を招くため原則禁止

です。詳細はお問い合わせください。

河川堤防における
｢植樹・植栽｣は原則禁止
国交省浜松河川国道事務所
平田出張所（ 73-2051）

盲導犬についてのお願い
日本盲導犬総合センター
盲導犬の里  富士ハーネス
（ 0544-29-1010）

盲導犬がハーネス（白い胴輪）をつ

けているときは仕事中です。触る、話

しかける、食べ物をあげる、見つめる

などの行為はしないでください。

予防接種救済制度窓口の
お知らせ

（独）医薬品医療機器総合機構
救済制度相談窓口

0120-149-931（フリーダイヤル）

下記対象者のうち接種後に何らか

の症状で医療機関を受診した方は、接

種との関連性がある場合、医療費･医

療手当が支給される場合があります。

心当たりのある方は至急お問い合わ

せください。

対象者　平成25年3月31日までに市

の助成により、ヒトパピローマウイ

ルスワクチン、ヒブワクチン、小児

用肺炎球菌ワクチンのいずれかを

接種した方

大井川農業用水幹線水路の改修工事

に伴い各幹線と全域で断水します。ご

理解とご協力をお願いします。

■掛川幹線

平成28年1月1日（金・祝）～3月18日（金）

※期間中完全断水

■菊川右岸幹線

平成28年3月7日（月）～18日（金）

※ため池から補給水の送水有り

■全域（川口発電所工事に伴う）

平成28年1月1日（金・祝）～8日（金）

※期間中完全断水（8日間）

とき　平成28年1月8日（金）～22日

（金）で開庁日の午前8時30分～午

後5時15分

ところ　県都市計画課（静岡市葵区）、

市役所2階都市政策課

内容　①都市計画区域の整備、開発お

よび保全の方針の変更、②区域区分

の変更

　意見書は1月22日（金）午後5時

15分（必着）までに郵送（〒420-

8601静岡市葵区追手町9-6）また

は平日に直接県都市計画課、市役所

2階都市政策課へ提出

東遠広域都市計画の変更に
関する案の縦覧
県都市計画課

（ 054-221-3062）
都市政策課（ 21-1151）

市プレミアム買物券
｢お千代小判｣の使用期限は
12月31日（木）まで
掛川市地域協働経済支援協議会
掛川商工会議所（ 22-5151）
大東町商工会（ 72-2701）
大須賀町商工会（ 48-2262 ）

期日を過ぎると一切使用できませ

んのでご注意ください。

未使用の買物券は換金できません。

期限内に使用をお願いします。

掛川市および
中東遠総合医療センター
平成28年度競争入札参加
資格審査申請の追加受付

管財課（ 21-1132）

市および中東遠総合医療センター

が発注する建設工事･業務委託・物品

購入などの受注には｢入札参加資格｣

が必要です。希望する業者の方は、追

加受け付けを行いますので下記によ

り申請してください。

要綱配布期間　12月10日（木）～平成

28年2月10日（水）

受付期間　平成28年1月18日（月）～

2月10日（水）

提出書類　①建設：中央公契連統一様

式②測量･設計･建設コンサルタン

ト：国土交通省（地方整備局など）様

式③物品などの製造販売・役務の提

供など：総務省統一様式

提出方法　要綱を市ホームページか

らダウンロードするか市役所4階管

財課で直接受け取り、受付期間内に

管財課へ提出

●
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
12
月
16
日
（水）
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
　

市

民

課
（

21-

1

1

4

1

）
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ノロウイルス食中毒に注意
西部保健所掛川支所
（ 22-3262）

感染力が非常に強いノロウイルス。

今年は変異株の出現で例年以上に流

行する可能性があります。

普段から家族全員で「2度手洗い」を

行いましょう。多くの人が触る場所や

調理器具、便やおう吐物の処理後は、

塩素系消毒剤で消毒しましょう。

法務局で登記相談の
事前予約制を導入
静岡地方法務局掛川支局
（ 22-5538）

平成28年1月4日（月）から、不動産

登記や商業･法人登記の申請手続きに

ついて相談する方は、事前に電話など

で予約をお願いします。詳細はお問い

合わせください。

新しく誕生した｢ステンドグラス美

術館｣、幻想的な光を放つ｢上垂木ホタ

ルの里｣など、掛川の魅力を、美しい写

真で紹介しています。

サイズ　縦607㎜×横420㎜

　（7ページ・表紙含む）、カラー

価格　500円（税込み）

販売場所　掛川観光協会ビジターセ

ンター「旅のスイッチ」（掛川駅南口

構内）

2016年掛川観光協会
オリジナルカレンダー販売中
掛川観光協会ビジターセンター

「旅のスイッチ」（ 24-8711）
消防活動従事者の士気を高めるた

め、出初式を開催します。出動態勢の

確認や各種表彰式も行います。

とき　平成28年1月4日（月）10：00から

ところ　掛川城公園三の丸広場（掛

川）雨天時はさんりーな（大池）

平成28年
掛川市消防出初式開催
消防総務課（ 21-6102）

市役所、支所、市指定金融機関など

のほか、コンビニエンスストアで納付

できます。口座振替の方は口座残高を

ご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

市県民税第4期、国民健康
保険税第6期の納期限は
平成28年1月5日（火）です

納税課（ 21-1206）

三熊野神社大祭カレンダー
2016販売中

掛川南部観光案内処（ 48-0190）
※水・木曜日休館

三熊野神社大祭のカレンダーを今

年も販売しています。全13町を紹介す

るため、内容は平成27年12月～平成

28年12月までとなります。

サイズ　縦560㎜×横300㎜（14ペー

ジ･表紙含む）、カラー

価格　1,000円（税込み）

販売場所　掛川南部観光案内処（西大

渕・プラザ大須賀内）、サンサン

ファーム（大渕）など

ご利用ください
掛川市の教育ローン
労働金庫掛川支店（ 24-5111）

労働金庫小笠支店（ 72-7111）
商工観光課（ 21-1149）

高校や大学、専門学校などへの進学

または在学資金が必要な方のための

低利な教育ローンです。お気軽にお問

い合わせください。

対象　①勤労者で、掛川市に住民登録

があり、1年以上市内に居住してい

る方、②世帯の年間合計所得が

1,000万円以下で、その子弟の高

校・大学など（短大・専門学校を含

む）の進学・在学資金が必要な方、③

市税を完納されている方

融資金額　学生、生徒1人につき200

万円まで

融資利率　年1.50％（全期間固定金利）

返済期間　5年以内（据置返済の場合

は最長10年）

措置返済　在学期間中は元金据置返

済可能（据置期間は最長6年6か月）

障がいのある方を取り巻く環境や

課題の解決のためにできることを、み

なさんも一緒に考えてみませんか。

12月3日～9日は障害者週間
福祉課（ 21-1139）

車いす使用者などが雨天でも快適に

来庁できるよう、市役所庁舎南側の専

用駐車場を4台に増やし、2台分の屋根

を設置しました。ぜひご利用ください。

車いす使用者等用の
屋根付き駐車場をご利用

ください
管財課（ 21-1132）

日本年金機構では、1月1日～9月30

日に国民年金保険料を納付した方へ

証明書を送付しています。大切にお取

り扱いください。

平成27年社会保険料
（国民年金保険料）控除
証明書を送付しています

専用ナビダイヤル
（ 0570-058-555）

正面玄関�

南口玄関�
市役所�
庁舎�

P

教育委員会�教育委員会�
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平成27年11月16日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 210 5,813,000�

 法人 246 134,594,568�

 団体 148 8,790,135�

 合計 604 149,197,703�

�

�

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。�

★
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第10回高校生ユージン
研修参加者募集
NPO法人掛川国際交流

センター・ISC掛川留学センター
（ 24-5595）

kic@kakegawa-life.com

　

　

　

　

　

　

　

　

　

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）�
�

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�
（株）巧栄水道 （ 24-7661）�
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�
松田配管工業（株） （ 26-3261）�
（株）浅岡工業 （ 24-2611）�
（有）諸星配管 （ 22-2975）�
（株）トダックス （ 26-2161）�
（有）松井管工 （ 23-0581）�
（株）マツイ健設 （ 23-8691）�
協和水道（株） （ 26-1331）�
（株）巧栄水道 （ 24-7661）�
（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�
松田配管工業（株） （ 26-3261）�

（有）三久配管 （ 72-5030）�
シンワ設備（株） （ 24-3322）�
（有）静管興業 （ 72-4705）�
（有）土屋設備 （ 48-2093）�
綱取管興 （ 48-2004）�
（有）林配管 （ 72-5515）�
（有）豊設備 （ 72-5630）�
（有）浅岡管興 （ 48-4221）�
（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）�
（有）大城配管 （ 72-4685）�
（有）大澄設備 （ 48-4476）�
（有）河村設備工業 （ 74-3920）�

�

1/ 1 （金・年始）�
 2 （土・年始）�
 3 （日・年始）�
 9 （土）�
 10 （日）�
 11 （月・祝）�
 16 （土）�
 17 （日）�
 23 （土）�
 24 （日）�
 30 （土）�
 31 （日）�

1/ 1 （金・年始）�
 2 （土・年始）�
 3 （日・年始）�
 9 （土）�
 10 （日）�
 11 （月・祝）�
 16 （土）�
 17 （日）�
 23 （土）�
 24 （日）�
 30 （土）�
 31 （日）�

�

�

ホームステイを通して姉妹都市

ユージンの人たちと交流しませんか。

今回からロサンゼルス郊外の大学で

英語研修も実施します。アクティビ

ティも充実しています。

とき　平成28年3月20日（日・祝）～

29日（火）8泊10日

訪問先　オレゴン州ユージン市、

ロサンゼルス市近郊

対象者　高校生10人（市内在住･在学者、

事前研修と報告会に参加できる方）

費用　38万円程度（10万円の市補助

あり）。為替レート、燃油サーチャー

ジにより変動あり

応募方法　12月7日（月）～25日（金）

に電話・Eメールで応募

※詳しくはお問い合わせください。

放送大学4月生募集
放送大学浜松サテライトスペース
（ 053-453-3303）

放送大学はテレビなどの放送やイ

ンターネットを通じて学ぶ通信制の

大学です。心理学や福祉、経済、歴史、文

学、自然科学などの幅広い分野を学べ

ます。

応募方法　電話、ホームページ（http：/

/www.ouj.ac.jp）で資料請求のう

え、平成28年3月20日（日・祝）まで

に応募

掛川税務署
短期アルバイト募集
掛川税務署（ 22-5141）

採用期間　平成28年1月下旬～3月末

（土･日･祝日は除く）

勤務時間　原則午前9時～午後3時30

分（正午～午後1時休憩）

給与　時給850円（別途交通費として

実費相当額支給）

内容　事務補助（書類整理、パソコンを

利用したデータ入力、窓口業務など）

採用人数　30人程度

勤務場所　掛川税務署（車通勤不可）

またはJA掛川市茶業研修センター

応募方法　電話連絡の上、履歴書を直

接または郵送（〒436-8652緑ヶ丘

2-11-4）で提出

※電話の自動音声案内は「2」を選択

社会復帰を目指す方のために、あん

摩マッサージ指圧師の国家試験の受

験資格を取得するためのコースがあ

ります。入学相談や、視覚障がいに関

する相談も受け付けています。

対象　両眼の視力がおおむね0.3未満

の方、視力以外の視機能障がいが高

度な方（視野狭窄、複視など）、近い

将来視力が著しく減退する恐れの

ある方（年齢制限なし）

募集科　保健理療科

願書配布　平成28年1月中旬

入学試験　平成28年3月上旬

入学時期　平成28年4月

※応募方法など詳しくはお問い合わ

せください。

静岡視覚特別支援学校
高等部入学者募集
県立静岡視覚特別支援学校

（ 054-283-7300）

浜松視覚特別支援学校
高等部入学相談
県立浜松視覚特別支援学校
高等部専攻科入学相談係
（ 053-436-1261）

就職や進学、仕事でお悩みの方に、

専攻科への入学相談を行います。入学

すると3年間で、あん摩マッサージ指

圧師、はり師、きゅう師の国家試験の

受験資格が取得できます。

対象　高校卒業資格（見込）をもち、両

眼の視力がおおむね0.3未満の方、

視力以外の視機能障がいが高度な

方（視野異常など）、近い将来視力が

著しく減退する恐れのある方

願書配布　平成28年1月中旬

入学試験　平成28年3月上旬

入学時期　平成28年4月

※応募方法など詳しくはお問い合わ

せください。
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広報かけがわH27.12

掛川市�
非常勤・臨時職員を�
募集します�
�●非常勤職員（平成28年4月採用）�
�
 職　種 ①一般事務 ②学芸員 ③図書館司書 ④幼児教育士�

�

採用予定人員� 各職種若干名�

�

受験資格�

意欲をもって�

取り組む姿勢�

のある方�

�

・普通自動車運転免許証�

　（AT限定可）を有する方�

・パソコン（ワード、エクセ�

　ル）処理技能を有する方�

�

学芸員資格を有�

する方（見込みを�

含む）�

�

司書資格を�

有する方�

（見込みを�

含む）�

�

幼稚園教諭普通免許状または保育士証�

書を有する方（見込みを含む）�

�

雇用期間 平成28年4月1日～平成29年3月31日（期間の更新あり）�

�

①10人程度� ②11人�

有給休暇 年次有給休暇、夏季休暇、忌引休暇など�

�

社会保険 健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険（庁外職場のみ）に加入�

選考方法 平成28年1月に面接を実施�

採用決定 平成28年3月下旬までに面接結果を通知�

勤務時間（原則）�

※部署により�

　異なることが�

　あります�

�

月～金曜日�

9：00～16：00�

�

火～日曜日�

8：30～17：15�

（休館日以外の休みは別途指定。�

図書館は交代勤務あり）�

�

①幼保園8：30～17：15�

（交代勤務あり）、�

幼稚園8：00～16：45�

（6時間勤務あり）�

�

②預かり保育�

13：00～17：15

勤務場所�

※全て市内�

�

基本賃金�

（27年度実績）�

応募方法�

（受付時間は�

 平日の8：30～�

 17：15）�

�

提出先�

問い合わせ先�

市役所（本庁、支所）または�

市の出先機関�

�

文化施設�

�

図書館�

�

公立幼保園または幼稚園�

�

※ほかに、通勤費と一時金の支給あり�

�

時給830円�

�

時給830円� ②時給1,010円�①月額162,300円�月額152,500円�

平成28年1月20日（水）までに、市販の�

履歴書に必要事項を記入し、写真貼付�

のうえ、免許状などのコピーを添えて�

本人が提出（代理提出不可）�

�

12月18日（金）までに、市販の履歴書に必要事項を記入し�

（右上に職種を記入、複数職種希望可）、写真貼付のうえ提出�

（代理提出可。応募者多数のときは、期限前に応募を締め切る�

ことがあります）�

�

�

市役所4階�

行政課職員係（　21-1133）�

�

市役所1階�

こども希望課（　21-1205）�

�

職種・採用予定人員 一般事務（課税補助業務）10人程度�

�

勤務場所・時間 掛川市役所、月～金曜日の8：30～17：00�

�

受験資格・応募方法�

賃金・休暇・保険�

�

上記の非常勤職員の一般事務と同じ。�

ただし通勤費、一時金の支給なし。有給休暇なし。�

社会保険は雇用保険のみ加入。�

●臨時職員（平成28年1月上旬～3月下旬のうち2か月間）�
� 市税課市民税係（　21-1136）�
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▲フジバカマの花に止まり羽を広げるアサギマダラ

倉真温泉にある旅館の畑にアサギマダラとい
う蝶が、今年も飛来しました。
「旅する蝶」とも呼ばれるこの蝶は、秋の七草
の一つであるフジバカマのまわりを飛び回って
いました。この旅館では、フジバカマを昨年から
育て、これに併せて飛来するようになったそう
です。この蝶を見ようと、島田市や静岡市からも
足を運ばれた方もいました。

ちょう

倉真温泉に「旅する蝶」
アサギマダラがことしも飛来

▲楕円のラグビーボールでパスの練習をする児童

大渕小学校で5･6年生56人を対象にタグラグ
ビー教室が行われました。同校が授業に取り入
れたのは今回が初めてとなります。
講師はヤマハ発動機スポーツ振興財団ラグ

ひろ み

ビー普及担当の遠藤広太さん。児童らはルール
だ えん

の説明を受けた後、楕円のボールになれるため
のパス練習をしたり、腰に着けたタグを取り合
うゲームをしたりして楽しみました。

ワールドカップで注目の的
大渕小で初のタグラグビー10/30

10/19

▲作品を前にして説明をする子どもたち

市役所2階テラスに「静岡県立掛川特別支援学
校ミュージアム」がオープンしました。
今年4月、希望の丘に新設された同校では、高
等部の生徒が、木工と陶芸に分かれて製作に取
り組んでいます。展示には生徒の木工作品や陶
芸作品などが並び、生徒の代表は「今後も地域の
みなさんに親しまれる質の高い製品づくりに取
り組みます」とあいさつしました。

県立掛川特別支援学校
市役所にミュージアム開設

▲異なる小学校の児童が一緒になってドッジボール

市南体育館「し～すぽ」で、中学校区学園化構
想の大浜学園・若つつじ学園が連携して「し～す
ぽで遊ぼう」を行いました。
これは、学園が連携して子どもの安全・安心な
場所づくりや子育てを支援しようというもの。
今回は大坂小、千浜小、横須賀小の児童13人が参
加。2チームに分かれてドッジボールをして楽し
みました。

大東と大須賀の学園が連携
「し～すぽ」で遊ぼう10/24

10/16～
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▲菊浜の祢里と紺屋町の屋台のすれ違い（駅前通り）

市制10周年記念事業「祝賀まつり」（同実行委員会主催）
つく

が、掛川駅北側の中心市街地で開催されました。「祭が創
ね り

る掛川の和」をテーマに、市内各地から屋台や祢里42台
が大集合。お互いの文化を披露し合うなどして節目の年
を祝いました。旧1市2町の屋台や祢里が集まるのはこれ
が初めてのことです。
また、徳川家康公の側室で、二代将軍秀忠公の生母「西

かま え

郷局」が西郷地区構江出身であることから、家康公顕彰
400年に合わせ西郷局パレードも華やかに行われまし

とび

た。県鳶工業連合会や西町の奴道中、中地区の警護など
総勢100人の行列が掛川城を出発。西郷局役はSBSアナウ
ンサーの重長智子さんが、秀忠公役は構江の鴨岡空さん
（小学5年）が務め、観衆の声援に笑顔で応えました。

市制10周年の節目を祝う
さいごうのつぼね

祝賀まつりで西郷局パレード

▲石碑の完成を祝う実行委員たち

　小雨降る中、掛川幼稚園跡地で記念碑除幕式
が行われました。これは、元幼稚園教諭を中心と
した実行委員会が募金を募り建立したもので
す。実行委員長の佐藤幸子さん（倉真）は「掛川の
幼児教育がこの地で発展してきた思い出を残し
たかった。尊い寄附をいただき本当にありがた
かった。今日の雨は喜びの雨です」と感謝の言葉
を述べました。

元教諭らが呼びかけ
掛川幼稚園跡地に記念碑11/8

10/31

▲沿道からの歓声に応える西郷局と徳川秀忠公

公職選挙法が改正され来年から選挙権年齢が18歳
に引き下げられることに伴い、掛川工業高校で11月7
日、文化祭「葛川祭」の中で全校生徒597人と一般来場
者を対象に、生徒会誌の表紙を決める模擬選挙が行わ
れました。
高校生の政治
への関心を高め
てもらおうと生
徒会が初めて企
画。市選挙管理
委員会の協力を
得て、本物の記
載台や投票箱を
使って実施しま
した。

選挙権18歳へ引き下げ
掛工生が文化祭で模擬投票11/7

初めて投票を
経験した掛工野
球部員

【西郷局あいさつ抜粋】
「上西郷村構江の戸塚家に生まれ、駿府でこの世にお別れ
してから426年。平成の掛川に戻って参りました。27歳の
とき家康様の元にお仕えし、後の2代将軍秀忠公を授かり
ました。戦が続く中でも、家康様と愛情を持って子育てに励
んだおかげで、わが子は2代将軍になり、さらにその娘の
まさ こ

和子は天皇家へ嫁ぎました。時と場所が違っても、親が子を
思う気持ちに変わりはないと存じます。平成の世でも愛情
を持って子育てしてください」
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▲固形軟膏のスチック剤は国内軟膏市場の中で40％のシェア�
を誇るんだって。�
�

千浜地区�

三笠製薬株式会社�
終戦まもなく創業、ことしで70周年�

掛川工場は全国で唯一の生産拠点�

�

初代館長に就任した　 日比野秀男さん�
　（掛川市ステンドグラス美術館館長）�

�

初年度の入館者予測35,000人を半年

で達成した。「美術館は観光施設で

あり学習施設。地域の文化に根ざす

美術館にしたい」と目標を掲げる日

比野館長（島田市出身）�

「

19

世

紀

の

英

国

で

制

作

さ

れ

日

本

へ

渡

っ

た

名

品

を

未

来

に

引

き

継

ぐ

重

要

な

仕

事

だ

と

身

の

引

き

締

ま

る

思

い

で

す

」

�

そ

う

話

す

の

は

、

今

年

6

月

に

開

館

し

た

「

掛

川

市

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

美

術

館

」

初

代

館

長

の

日

比

野

秀

男

さ

ん

。

県

立

美

術

館

の

主

任

学

芸

員

や

常

葉

美

術

館

長

な

ど

を

経

て

、

現

在

、

常

葉

大

学

名

誉

教

授

。

専

門

は

日

本

美

術

史

、

博

物

館

学

で

、

市

文

化

財

保

護

審

議

会

委

員

も

務

め

て

い

ま

す

。

�

毎

週

出

勤

し

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

指

導

を

は

じ

め

、

ギ

ャ

ラ

リ

ー

ト

ー

ク

な

ど

で

魅

力

を

発

信

し

続

け

て

い

る

日

比

野

館

長

。

作

品

を

介

し

て

、

来

館

者

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

取

る

こ

と

が

リ

ピ

ー

タ

ー

を

増

や

す

き

っ

か

け

に

な

る

と

力

を

込

め

ま

す

。

�

「

こ

れ

だ

け

の

作

品

が

そ

ろ

う

の

は

奇

跡

に

近

い

。

英

国

の

研

究

者

ら

が

最

高

と

評

価

し

た

作

品

。

晴

れ

や

曇

り

、

昼

と

夕

方

な

ど

の

条

件

で

日

々

変

化

す

る

色

合

い

や

輝

き

、

円

熟

期

の

工

房

の

技

を

何

度

も

来

館

し

て

楽

し

ん

で

ほ

し

い

で

す

ね

。

職

員

も

熱

心

に

勉

強

し

、

解

説

は

好

評

で

す

よ

」

と

笑

顔

を

み

せ

ま

す

。

�

10

月

に

は

閉

館

後

の

幻

想

的

な

館

内

で

バ

イ

オ

リ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

を

実

施

。

12

月

に

は

初

の

体

験

講

座

の

開

催

や

、

ひ

か

り

の

オ

ブ

ジ

ェ

展

に

合

わ

せ

て

『

ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

と

夜

』

を

予

定

す

る

な

ど

、

新

た

な

試

み

に

挑

み

ま

す

。

�

特

に

子

ど

も

に

見

て

も

ら

い

た

い

と

話

す

日

比

野

館

長

。

「

幼

い

こ

ろ

の

感

動

を

未

来

に

つ

な

げ

た

い

。

市

民

と

結

び

つ

い

た

、

未

来

に

つ

な

ぐ

美

術

館

に

し

た

い

」

と

夢

を

膨

ら

ま

せ

ま

す

。

�

終

戦

を

迎

え

た

昭

和

　

年

。

東

京

で

産

声

を

上

げ

た

三

笠

製

薬

は

、

今

年

70

周

年

を

迎

え

ま

し

た

。

�

主

力

製

品

は

、

外

用

剤

と

呼

ば

れ

る

湿

布

な

ど

の

貼

り

薬

や

塗

り

薬

。

外

用

剤

専

門

メ

ー

カ

ー

と

し

て

、

自

社

で

開

発

か

ら

製

造

、

販

売

の

す

べ

て

を

行

い

ま

す

。

そ

の

中

で

、

製

造

と

配

送

の

す

べ

て

を

引

き

受

け

る

の

が

、

こ

こ

掛

川

工

場

と

敷

地

内

に

あ

る

物

流

セ

ン

タ

ー

。

ま

さ

に

心

臓

部

と

言

え

る

同

工

場

は

、

昭

和

47

年

に

竣

工

さ

れ

て

以

来

、

活

躍

を

続

け

て

い

ま

す

。

�

従

業

員

数

は

全

国

の

実

に

3

分

の

1

に

あ

た

る

1

2

0

人

で

、

湿

布

薬

の

パ

ッ

プ

剤

と

テ

ー

プ

剤

、

固

形

軟

膏

の

ス

チ

ッ

ク

剤

の

3

種

類

を

製

造

。

朝

の

原

料

を

計

る

と

こ

ろ

か

ら

製

品

に

す

る

ま

で

を

、

そ

の

日

の

う

ち

に

完

成

さ

せ

る

そ

う

で

す

。

「

全

て

の

工

程

が

一

連

托

生

。

1

つ

の

ミ

ス

で

全

て

が

廃

棄

に

な

る

」

と

話

す

の

は

青

野

甲

子

郎

工

場

長

。

徹

底

し

た

製

造

管

理

と

品

質

管

理

で

、

安

全

で

高

品

質

な

製

品

づ

く

り

に

務

め

て

い

ま

す

。

�

主

な

取

引

先

は

医

療

機

関

。

市

内

の

整

形

外

科

で

も

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

「

元

気

が

生

き

が

い

」

を

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

に

、

掛

川

産

医

薬

品

で

み

な

さ

ん

の

健

康

を

支

え

て

い

ま

す

。

�

な

ん

�

こ

う

�

ろ

う

�

し

�

か

�

20

�

2230



�

レポーターの�
記事は�

随時掲載中！�
�

二次元コード�
�

スマホでも�
見ることが�
できます。�
�
�

住民基本台帳人口 117,549人 （＋44） 58,724人（＋23） 58,825人（＋21） 42,728（＋125）�

 日本人 114,086人 （－42） 57,138人（－13） 56,948人（－29） 41,045（＋  63）�

 外国人 3,463人 （＋86）   1,586人（＋36）   1,877人（＋50）   1,683（＋  62）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

二次元コード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

12
・
1
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 12/12（土）・27（日）、H28/1/9（土）・24（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　12/22（火）、H28/1/26（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　12/15（火）、H28/1/19（火）9：30～13：20�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。�

��

▲新ルートを走るツアーバス。後ろに見える�
　岩山（中央右）は猿岩�

市ホームページの検索�
掛川  市民広報レポーター�

検索�

「市民広報レポー
ター」の記事（写真・
映像）を市ホーム
ページで紹介して
います。�
ここを覗けば市内
の「今」が見えてく
るかもしれませんよ。�

のぞ�

■市の人口（11月1日現在）�

黒

い

郵

便

ポ

ス

ト

黒

い

郵

便

ポ

ス

ト

�

�黒

い

郵

便

ポ

ス

ト

�

�

奥
州
湖
を
彩
る
秋
景
色
を
求
め
�

い
さ
わ
路
探
訪
「
新
☆
観
光
ル
ー
ト
散
策
ツ
ア
ー
」
�

���

本
年
最
後
の
広
報
か
け
が
わ
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
年
一
年
、
編
集
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
そ
し
て
、

何
よ
り
も
広
報
か
け
が
わ
を
読
ん
で

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
年

末
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
�

毎
年
、
12
月
号
で
「
掛
川
こ
の
一
年
」

の
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
掛
川
市
の

こ
と
、
国
内
外
の
こ
と
、
職
場
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
「
こ
の

一
年
」
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
な
ら
ど
ん
な
「
こ
の
一
年
」

を
つ
く
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
（
雄
）�

�

�

黒
い
郵
便
ポ
ス
ト
を
ご
存
知
で
す
か
。
郵
便
ポ
ス
ト
と
言
え

ば
、
赤
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。
�

と
こ
ろ
が
、
市
内
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
黒
色
の
ポ
ス
ト

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
一
般
的
な
丸
型
と
違

い
少
し
小
さ
め
の
角
型
で
、
明
治
時
代
の
黒
漆
柱
箱
を
模
し
て

平
成
8
年
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
�

設
置
場
所
は
、
掛

川
城
大
手
門
の
市
道

を
は
さ
ん
だ
東
側
。

景
観
に
配
慮
さ
れ
た

色
合
い
で
見
落
と
し

が
ち
で
す
が
、
近
く

を
通
ら
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
平
日
で
も
3

回
集
荷
さ
れ
る
現
役

ポ
ス
ト
で
す
。
�

▲大手門の向かい側に立つ黒い郵便ポスト�

�

�

い
さ
わ
路
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
が
10
月
22
日
、

い
さ
わ
散
居
ガ
イ
ド
の
会
（
鈴
木
公
男
会
長
）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は

「
普
段
着
の
心
で
胆
沢
の
魅
力
を
案
内
」
を
テ
ー

マ
に
、
奥
州
市
胆
沢
区
を
中
心
に
史
跡
な
ど
を

探
訪
し
て
い
る
も
の
で
す
。
�

20
回
目
と
な
る
今
回
は
、
奥
州
湖
か
ら
一
関

市
祭
畤
の
ル
ー
ト
を
「
新
☆
観
光
ル
ー
ト
散
策

ツ
ア
ー
」
と
題
し
、
9
月
26
日
に
開
通
し
た
本

市
の
国
道
3
9
7
号
と
一
関
市
の
国
道
3
４
２

号
を
結
ぶ
市
道
を
通
り
、
「
か
ね
山
」
鉱
山
跡

や
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
を
巡
る
旅
程
。
参
加
者
は
、

焼
石
岳
や
胆
沢
ダ
ム
に
広
が
る
美
し
い
紅
葉
を

目
で
楽
し
み
、
遺
跡
が
伝
え
る
歴
史
や
文
化
を

感
じ
取
り
ま
し
た
。
�

水
沢
区
の
75
歳
女
性
は
「
色
付
い
た
木
々
と

山
並
み
の
美
し
さ
で
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
。
来

て
良
か
っ
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
�

ほ
ね
�

ま
つ
る
べ
�

て
ら
�む
ら
�

え
ん
�

し
ょ
う
�

取
材
　
11
月
6
日
　
安
藤
凱
夫
（
遊
家
）
�

よ
し�

お�

�
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TEL0537-21-0050 
〒436-0056　掛川市中央2丁目9-1
FAX0537-21-0051

お問い合わせ掛川自動車学校グループ

掛川　心楽 検索

ご家族の方もお気軽にお越しください！

「心楽にきたら元気になった！」
そんな声が多くなってきました。

ここらで、
　　心楽しく!
「心楽にきたら元気になった！」
そんな声が多くなってきました。

検　索掛川自動車学校
ホームページもご覧ください

〒436-0043 静岡県掛川市大池655

お問合せ・予約受付ホットライン

0537-22-7251

ここらで、
　　心楽しく!

ご家族の方もお気軽にお越しください！

初
め
の
頃
は
、車
い
す
へ
の
移
乗
が
非
常
に

困
難
で
し
た
が
、心
楽
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、送
迎
時
に
玄
関
先
で
手
助
け
し

て
も
ら
え
れ
ば
立
ち
上
が
る
事
が
で
き
、

自
力
で
身
体
の
向
き
も
変
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。と
て
も
介
助
が
楽
に
な
り
、本

人
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

「機能訓練ご利用者K様」の声

笑顔で応対　親切な指導　願いは交通安全

社会とつながる
初めの一歩

広
報
 か
け
が
わ
  平

成
2
7
年（
2
0
1
5
）12月

発
行
 掛
川
市
役
所（
〒
436-8650 掛

川
市
長
谷
一
丁
目
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の
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「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

広告


